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巻頭図版１

神明後遺跡第２８地点全景

神明後遺跡１８号住居跡出土浅鉢





巻頭図版２

神明後遺跡２２号住居跡出土遺物

神明後遺跡H２号住居跡出土遺物

神明後遺跡２２号住居跡No３３ 大井宿遺跡第１３地点 No１２
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巻頭図版３

図版１ 軽石・スコリア

1.As-B の軽石(神明後遺跡第 28 地点堀跡 1 ; 8) 2.新期富士テフラのスコリア
(神明後遺跡第 28 地点堀跡 1 ; 12)

3.As-B の軽石(駒林遺跡第 1地点大溝 1 ; 5) 4.新期富士テフラのスコリア
(駒林遺跡第 1地点大溝 1 ; 3)

Pm : 軽石．Sc : スコリア．





は じ め に

ふじみ野市は平成１７年１０月の合併により新たな歴史を歩みはじめました。市内には、

権現山古墳群や福岡河岸記念館、復元大井戸跡や旧大井村役場庁舎など、多くの文化財

が存在し、２万数千年前の旧石器時代から現代までの永い歴史をみることができます。

それぞれに特色のある地域の歴史も、一つの大きな流れとして捉えると、改めてこの地

域の繋がりや関係の深さを感じます。そして、現在のふじみ野市も歴史的に大きな画期

にあるといえます。

ふじみ野市は、都心から３０㎞圏内という立地条件にあるため、昭和３０年代ごろから急

激な開発の波が押し寄せ、企業の工場や研究所の進出、住宅の建設ラッシュ、大規模都

市基盤整備事業が計画・実施されました。人口の増加も伴って周辺の自然・社会の環境

は大きな変化をしてきました。そして今、合併により更なる変貌を遂げようとしていま

す。

今回、市内で発掘調査された成果を一冊の冊子にまとめることが出来ました。発掘調

査の成果は、近年の開発ラッシュに伴う店舗や住宅建設によるものが主体です。永い歴

史の中で繰り返し住まいの地として利用されるということは、いつの時代でも、ふじみ

野の地が住み良い土地であることの証明ともいえます。

本報告書は、国・県からの補助金を受けて実施した、「市内遺跡発掘調査」の結果得

られた成果の記録書です。将来にわたってこれらの資料を、地域の文化・歴史を学ぶ糧

として広く皆様方に活用していただければ幸いです。

おわりに、土地所有者、開発関係者の皆様には多大なご負担と、ご協力を賜りました。

地域の文化財保護・保存についてのご理解をいただいたことに対し深甚なる敬意と感謝

を申し上げます。

また、調査から本書刊行に至るまで、日本考古学協会員の今井堯先生をはじめ、文化

庁・埼玉県教育委員会生涯学習文化財保護課・市関係各課・調査関係者の多くの皆様か

ら、ご指導やご協力をいただきました。誌上をもって厚くお礼と感謝を申し上げます。

ふじみ野市教育委員会

教育長 吉野 英明
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遺跡名・地点名 委 託 者 協 定 期 間
神明後遺跡第２８地点 石崎産業株式会社 平成１８年６月２９日～平成２０年３月３１日
西ノ原遺跡第１３５地点 株式会社西武開発 平成１８年５月２９日～平成２０年３月３１日
東台遺跡第４６地点 小 林 金 作 平成１８年９月１５日～平成２０年３月３１日
東久保遺跡第６４地点 石 川 眞 一 平成１８年１０月２３日～平成２０年３月３１日
江川南遺跡第２２地点 有限会社セイケンハウス 平成１８年１１月７日～平成２０年３月３１日
江川南遺跡第２３地点 島田行雄・島田久仁子 平成１９年２月１９日～平成２０年３月３１日
松山遺跡第４０・４１地点 株式会社アイダ設計 平成１９年２月２１日～平成２０年３月３１日

文化財保護係調査担当者 高崎直成

調査担当者 鍋島直久

庶務担当 松原靖子

発掘調査員補 越村 篤

嘱託員 藤牧守絵

臨時的任用職員 高橋京子

例 言

１．本書は、埼玉県ふじみ野市内に所在する遺跡群の、試掘調査４１件と発掘調査１５件の報告書である。

２．２００６年度に行なった試掘調査、個人住宅の本調査及び整理作業は、総経費１３，４０４，９７１円に対し、国庫（６，７００，０００円）、

県費（３，３５００，０００円）の補助金の交付を受け、平成１８年４月７日から平成１９年３月３１日まで実施したものである。

３．民間開発を原因として行なった８件の本調査は、開発原因者から委託を受けふじみ野市教育委員会が主体となって行

なった。開発原因者・委託者は次のとおりで、各発掘調査及び整理作業、報告書刊行に伴う費用は各開発原因者の委

託費により行なった。

４．調査組織

調査主体者 ふじみ野市教育委員会

担 当 課 生涯学習課文化財保護係

教 育 長 吉野英明

教 育 次 長 伊藤 修

生涯学習課長兼参事 原田 昇

主幹兼係長 笹森健一（～平成１９年３月３１日）

文化財保護係長 坪田幹男（平成１９年４月１日～）

５．本書作成にあたっての作業分担は次のとおりである。

本書の執筆は縄文遺物を今井 堯が、遺構・その他を高崎直成が行なった。まとめについては文末に記した。

挿図割付：高橋けい子 遺物接合・復元：中田藤子 石器実測：大久保明子、鈴木智恵子、寺井美和子

土器実測：石垣ゆき子、大久保明子、鈴木智恵子、寺井美和子、山口妙子 遺構・遺物図トレース：小林登喜枝

図版作成：青山奈保美、伊藤綾那、大久保明子、須藤さち子、高橋けい子、丹治つや子

遺構写真：笹森健一、鍋島直久、高崎直成、越村篤 遺物写真：大久保明子

土器実測の一部を（有）アルケーリサーチ、石器実測の一部を（有）文化財COMに委託した。自然化学分析に関して

はパリノ・サーヴェイ（株）に委託した。神明後遺跡第２８地点の航空測量図及び空撮は（株）東京航業研究所に委託した。

また、整理作業全般において日本考古学協会員の今井堯氏の援助と協力を得た。

６．各遺跡の調査から報告書刊行にいたるまで下記の諸氏・機関より御指導・ご協力を賜った。（敬称略）

会田明、天ヶ嶋岳、荒井幹夫、上田寛、越前谷理、大久保淳、大柴英雄、岡田賢治、加藤秀之、梶原勝、梶原喜世子、

神木繁嘉、國見徹、隈本健介、小泉功、小出輝雄、酒井智晴、桜井信枝、佐藤啓子、佐藤良博、塩野賀一、鈴木清、

高木文夫、田中信、丹治剛、角田史雄、中村愛、原口雅樹、早坂廣人、比嘉洋子、藤波啓容、堀善之、松本富雄、水

村孝行、柳井章宏、柳澤健司、和田晋治

埼玉県教育局生涯学習文化財課、大井郷土資料館、大井遺跡調査会、（有）文化財COM、（有）アルケーリサーチ、

（株）東京航業研究所

７．発掘調査ならびに整理作業参加者は下記の皆様である。記して厚く感謝の意を表したい。

〈発掘調査参加者〉（敬称略）新井和枝、新井礼子、飯塚泰子、井川弘、壹岐ヒサ子、稲冨亮子、井上晴江、井上麻美子、

臼井孝、内田潔、遠藤忠志、大久保明子、大曽根キク子、長田弘毅、小田静夫、小野沢保孝、梶原明美、金子君子、

ii 例 言



菊口繁子、木下一郎、小林こずい、西城満期子、佐久間ひろ子、篠崎忠三、鈴木勝弘、関田成美、関向晶子、高貝しづ子、

田村雪江、滝沢久嘉、寺井美和子、中山美穂、中村正、沼澤岩男、根岸年男、野岡由紀子、比嘉洋子、福田美枝子、

星野辰子、増沢勝実、宮崎達夫、山崎美紀、吉田寛、若林紀美代

（富士見市教育委員会）飯田久子、上田寛、島田仁、鈴木美恵子、清水淳、関根輝子、高野ナミ、塚本政勝、中川和弘、

成田淑美、羽田美代子、吉田信江、瀬戸加代子

〈整理作業参加者〉（敬称略）青山奈保美、石垣ゆき子、伊藤綾那、臼井孝、大久保明子、小林登喜江、須藤さち子、

高橋けい子、丹治つや子、寺井美和子、中田藤子、山口妙子

凡 例

１．本書の遺構・遺物挿図の指示は以下のとおりである。

（１）縮尺は原則として

遺構配置図 １：３００ 遺構平面図・遺物出土状況図 １：６０、１：３０ 炉などの詳細図 １：３０

土器実測図 １：４ 土器拓影図 １：４ 石器実測図 １：４、２：３ 銭 １：１

（２）遺構断面図の水糸高は海抜高を示す。明記していないのは同図版中の前遺構の海抜高に同じ。

（３）遺構図における screen-tone の指示、遺物出土状況のドットの指示。

撹乱 地山（ロ－ム） 焼土

土器 ● 石器 ★ 黒曜石・チャート ▲ 礫 ○

（４）土器断面図は、「網目」が繊維含有、●が雲母粒を含有する縄文土器を表わしている。

（５）遺物実測図における screen-tone の指示。

塗彩 煤 煤（タール状）

（６）土器・陶磁器実測図の中心線が破線の場合は、１８０度回転させて復元実測したことを示す。

２．住居跡名は、遺跡内の通し番号である。

３．本報告にかかる出土品及び記録図面・写真等は一括してふじみ野市教育委員会生涯学習課に保管してある。
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第Ⅰ部 試掘調査と個人住宅建設に伴う本調査の成果

第１章 調査の概要

Ⅰ 調査に至る経過

埼玉県ふじみ野市は、首都圏３０㎞圏内の県南西部に

位置する。平成１７年１０月１日に、上福岡市と大井町が

合併して誕生し、面積１４．６７�、人口は平成１９年１１月

末現在１０５，１５０人である。

旧大井町は畑作を中心とする農村地帯であり、旧上

福岡市も畑作と低地での稲作を中心とする農村地帯で

あった。

昭和の初期、太平洋戦争時には福岡に通信施設や火

工廠（造兵廠）が建設された。

戦後は、昭和３０年代以降に中・小の宅地開発と団地

が誕生し、人口が急増した。また企業の工場や研究所

も多数進出してきた。

昭和６０年代以降は、旧大井町地域で大規模な土地区

画整理事業が進み、約８割の埋蔵文化財が地区内に位

置するため発掘調査が活発に行なわれている。現在は

上福岡駅周辺の再開発が行なわれている。

市では国庫補助を受けて、平成１７年から「市内遺跡

群発掘調査事業」（旧上福岡市、旧大井町では昭和５３

年から合併まで）として試掘調査・確認調査と個人住

宅建設に伴う本調査を実施してきた。また、民間の開

発に対処する本調査も、原因者と協議の上協定書並び

に契約書を締結し、原因者負担のもと、教育委員会が

主体となって調査を実施している。

遺跡の調査は、庁内関係各課と連絡調整をして行っ

てきた。農業委員会事務局からは農地転用許可申請段

階、建設課からは建築確認申請段階、都市整備課から

は開発事前協議の申請段階でそれぞれチェックされる。

教育委員会は遺跡地図と照合のうえ、遺跡包蔵地内及

びその縁辺部の申請に対して現地踏査を実施し、遺跡

の状況を確認する。そのうえで遺跡に影響をおよぼす

とみなされる工事主体者に連絡し協議を行った。

その協議後、文化財保護法第９９条第５項にもとづき

民間・公共事業を問わず確認調査をすべて公費で対応

し、埋蔵文化財包蔵地の詳細な範囲の把握を積極的に

実施してきている。また事業者が個人であって専その

個人の用に供する住宅の建設に伴う調査についても、

教育委員会が発掘調査主体者となって調査を実施した。

２００６年度、国庫・県費補助対象の調査を２３件、市単

独費対象の調査２９件を合わせて５２件の試掘及び発掘調

査を実施した。試掘調査の結果本調査を行うことにな

ったのは、個人住宅建設に伴う本調査が８件、公共事

業に伴う本調査が１件、民間開発に伴う本調査は８件

である。

開発面積は６０，９７６�で、そのうち実質調査面積は

２１，７２７�である。亀久保地区、大井・苗間地区の区画

整理事業に続いて、東久保土地区画整理事業に伴なう

道路造成がほぼ終了し、今後ますます民間開発の急増

が見込まれるなかで、埋蔵文化財の保存及び調査体制

の強化が求められてくるところである。

参考までに、過去 年間の調査件数と面積を第１表

にあげてみる。また、２００６年度に行った調査は第２～

３表のとおりである。

件数・内訳

年度

試掘件数
個人住宅 原因者負担

調査原因の内訳
本調査件数 本調査件数

開発面積㎡ 開発面積㎡ 開発面積㎡

２００５（平成１７）年度
５６件 ３件 １０件 個人住宅２６、共同住宅４、分譲住宅１０、店

舗７、店舗併用住宅２、鉄塔１、道路１、宅地
造成３、公園造成１３３，２５３ ５０９ ８，３４０

２００６（平成１８）年度

５４件 ８件 ９件 個人住宅２３、共同住宅７、集合住宅・店舗
建設１、分譲住宅５、店舗４、園舎改築工事
１、建物解体工事１、宅地造成８、学生寮１、
保育所建設１、小学校建設１、コンテナボ
ックス設置１

６０，９７６ １，３４０ ２６，９８８

第１表 過去２年間の調査件数と面積一覧

1Ⅰ 調査に至る経過



遺跡・地点名 申請地住所 調査面積
（�）

開発面積
（�） 原 因 試掘期間 調査期間 備 考

１ 西遺跡１地点 西２丁目２０６８番１，３，４／２０６９番１ ３，０００ ３，４６７ 共同住宅／分譲住宅 ２００７／３／１２～２６ ２００７／６／４～８／１ 縄文遺構検出
２ 北野遺跡１地点 北 野２丁 目２１１０番１の 一 部

２１１２番１
４４ ４０８ 分譲住宅２棟 ２００６／４／７ 遺構遺物なし

３ 北野遺跡３地点 北野１丁目３０６１番４ １４８ 分譲住宅２棟 ２００６／４／２８ 遺構遺物なし
４ 川崎遺跡２１地点 川崎１―６―１０の一部 １２４ ２９８ 個人住宅建設 ２００６／４／１１ ２００６／４／

１４～２０
平安住居跡１軒、溝
検出

５ ハケ遺跡７地点 福岡３‐２ １３０ ６６６ 宅地造成 ２００６／７／１０
～２２

縄文．奈良平安遺
構検出

６ 滝遺跡第１２地点 滝２丁目５―３の一部及び５―４
の一部

８０ ４７２ 個人住宅建設 ２００７／２／６ 遺構遺物なし

７ 長宮遺跡２５地点 中丸１丁目４番地８ ２０ １，１６１ 個人住宅建設 ２００７／２／１５
～１６

縄文遺構遺物検出

８ 長宮遺跡２６地点 中丸１丁目４番地８ ２４ １，１６１ 個人住宅建設 ２００７／２／１５
～１６

縄文遺構遺物検出

９ 亀居遺跡６１地点 亀久保２―１３‐４の一部 ８８ １７１ 個人住宅建設 ２００６／１０／４ ２００６／１０／
１０～１０／
１３

縄文住居跡１軒
縄文遺構検出

１０ 鶴ヶ舞遺跡１０地点 鶴ヶ舞１丁目６４番６ ２０ ９６ 個人住宅建設 ２００６／６／５ 旧石器礫群検出
１１ 鶴ヶ舞遺跡１１地点 鶴ヶ舞１丁目６５番２，６ ４２０ １，３１６ 建物解体工事 ２００６／９／２１

～１０／５
遺構遺物なし

１２ 松山遺跡３７地点 松山２丁目６番１０，１３ ６０ ２２８ 個人住宅建設 ２００６／４／１３ 遺構遺物なし
１３ 松山遺跡３８地点 仲１丁目４―３，９，１２，１３，２４ ７６ ２，１７６ 宅地造成 ２００６／５／２９ 遺構遺物なし
１４ 松山遺跡３９地点 築地２丁目３‐１０ ３３０ ９３７ 宅地造成７区画 ２００７／１／１０

～２０
遺構なし

１５ 松山遺跡４０地点 築地１丁目１―５ ５００ １，０４７ 宅地造成７区画 ２００７／２／２～
８

２００７／２／
２１～３／９

奈良住居跡１軒、中
世遺構検出

１６ 松山遺跡４１地点 中ノ島１丁目２―５ ３３０ １，２８１ 宅地造成９区画 ２００７／２／７～
９

２００７／２／
２１～３／５

中世遺構遺物検出

１７ 松山遺跡４２地点 仲２丁目３番１５ １２ １０８ 個人住宅建設 ２００７／２／１３ 遺構遺物なし
１８ 江川南遺跡２１地点 東久保１―２９―１ ２４ ９９ 個人住宅建設 ２００６／１０／１１ 遺構遺物なし
１９ 江川南遺跡２２地点 東久保１３２―１１ ９０ ２０８ 分譲住宅２棟 ２００６／１０／１１

～１１／６
２００６／１１／
７～１１／９

旧石器礫群検出

２０ 江川南遺跡２３地点 東久保１丁目１２１番１ ６１０ １，０１１ 分譲住宅９棟 ２００７／１／２４
～２／１

２００７／２／
１９～３／１６

旧石器礫群、縄文
住居跡１軒、縄文遺
構検出

２１ 江川東遺跡１１地点 東久保１丁目１６２番１，１４ ２００ ６７４ 分譲住宅 ２００６／１１／９
～１１／１５

遺構検出

２２ 江川東遺跡１２地点 東久保１丁目２７‐３ ６ ７２ 宅地造成 ２００６／１１／１０ 遺構遺物なし
２３ 江川東遺跡１３地点 東久保１丁目１５５番４ ２４ １１４ 個人住宅建設 ２００６／８／１１ 遺構遺物なし
２４ 東久保遺跡６４地点 ふじみ野２丁目１８―６の一部 １１２ ４３７ 共同住宅建設 ２００６／１０／１２

～１０／２０
２００６／１０／
２４～２６

中世～近世溝検出

２５ 東久保西遺跡１７地
点

ふじみ野２丁目９番１，２，３ ２２０ ９１９ 共同住宅建設 ２００６／１０／２６ 遺構遺物なし

２６ 東久保西遺跡１８地
点

ふじみ野２丁目１１―８，１１―１５ １２８ ４７８ 個人住宅建設 ２００７／１／１６
～１９

遺構遺物なし

２７ 東中学校西遺跡２８
地点

ふじみ野１丁目１―１３，１４，１５，
３２，２３

６８０ １，５６８ 共同住宅建設 ２００６／４／２４
～５／１０

遺構遺物なし

２８ 東中学校西遺跡２９
地点

ふじみ野４‐４‐１ ６００ ２，００４ 店舗建設 ２００６／５／１５
～１９，７／２８
～８／１

縄文土坑検出

２９ 東中学校西遺跡３０
地点

ふじみ野３―１０―１３ ５６ ６３４ 保育所建設 ２００６／７／３ 遺構遺物なし

３０ 駒林遺跡１地点 駒林土地区画整理事業地内
２０街区４．８．９

１４６ ６４６ 共同住宅建設 ２００６／７／１３
～８／２

堀跡、荼毘跡検出

３１ 駒林遺跡２地点 駒林土地区画整理地１７街区
７，８の一部

８０ ４２１ 専用住宅建設 ２００６／１１／２１
～２９

堀跡検出

３２ 駒林遺跡３地点 駒林土地区画整理地２１街区
３．４画地

３３３ １，９１６ 店舗建設 ２００６／１１／３０
～１２／１８

近世遺構検出

３３ 西ノ原遺跡１３５地
点

うれし野１丁目２２６‐１ １，１６０ ３，３４２ 集合住宅・店舗
建設

２００６／３／１４
～４／２８

２００６／５／
２９～６／１９

縄文住居跡１軒、炉
穴検出

３４ 西ノ原遺跡１３６地点 苗間１‐１３―２２，２３ ４４ ６３０ 学生寮 ２００６／６／２３ 遺構遺物なし
３５ 西ノ原遺跡１３７地

点
うれし野２丁目１７番５，６，７ ２０８ ８６１ 共同住宅建設 ２００６／８／３～

７
遺構遺物なし

３６ 西ノ原遺跡１３８地
点

旭１丁目４―７，４―８ ４０ ２４７ 個人住宅建設 ２００６／１１／２１
～２２

遺構遺物なし

３７ 西ノ原遺跡１３９地点 うれし野１‐４‐４，５，６ １６ ４７４ 共同住宅建設 ２００７／２／１ 遺構遺物なし
３８ 神明後遺跡２８地点 苗間神明後３０６‐１ １，２００ ２，１７１ 宅地造成 ２００６／５／８～

３１
２００６／６／
２９～１０／５

縄文住居跡１１軒、
集石、炉穴、溝検出

第２表 ２００６（平成１８）年度埋蔵文化財調査一覧表

2 第１章 調査の概要



遺跡名 申請地住所 開発面積 原因 立会日 再開発時の対応
１ 北野遺跡 北野２丁目２１１９番２．４の各一部 ２１７ 鉄骨２階建て長屋建設 ２００７．１．２４
２ 北野遺跡 北野２丁目２１１９番２．４の各一部．．３，５ ２２１ 専用住宅２階建て ２００７．１．２４

３ 北野遺跡 北野１丁目３１１５－８ ５１ 専用住宅（木造３階
建）建設

２００７．２．７ 遺構遺物なし

４ 大井武蔵野１２７３‐１ ７，３９８ ターミナル倉庫 ２００６．９．２０
５ 鶴ヶ岡外 亀久保字大野原１６４４－１０ １１９ 専用住宅（２階建て） ２００６．９．１４
６ 鶴ヶ岡２丁目２７‐４ １，１４５ 共同住宅 ２００６．６．６
７ 大井武蔵野４０６－２，３ ２，３００ 店舗 ２００６．１０．２５

８ 新 田２丁 目４２３‐３，４２４－１，４２５の 一
部，４２８の一部

２７３ 専用住宅（２階建て）
建設

２００６．４．１９ 盛土保存

９ 西ノ原遺跡９８地点 苗間１丁目１３－１３ ２０６ 個人住宅建設 ２００７．３．９

１０ 北野遺跡 北野２－１７８８－１ １５８ 専用木造住宅（３階
建）建設２棟

盛土保存

合計 １１，８１８

遺跡・地点名 申請地住所 調査面積
（�）

開発面積
（�） 原 因 試掘期間 調査期間 備 考

３９ 神明後遺跡２９地点 苗間神明後３０３‐２１，２４ ５２ １３６ 個人住宅建設 ２００６／５／８～
１１

２００６／５／
１２～１９

縄文遺物、古代～
中世溝検出

４０ 神明後遺跡３０地点 苗間神明後３０３‐１ ６０ １０１ 個人住宅建設 ２００６／５／８～
１９

２００６／１２／
１４～１９

縄文遺物遺構／近
世柱穴検出

４１ 浄禅寺跡遺跡２６地
点

苗間神明後３５４―２３ １１２ １１２ 個人住宅建設 試掘調査済
み（２００５．３）

２００６／４／
１７～２８

縄文遺構遺物検出

４２ 浄禅寺跡遺跡２６地
点

苗間神明後３５４―２４ １１４ １１４ 個人住宅建設 試掘調査済
み（２００５．３）

２００６／６／７
～１５

縄文遺構遺物検出

４３ 浄禅寺跡遺跡２８地
点

苗間字東久保７１９―７，７２０―１ ２２ ２，４７８ 園舎改築工事 ２００７／１／２３ 溝検出

４４ 大井宿遺跡１２地点 大井１丁目６―２２ １１０ ２，６６４ 事務所兼店舗
及び工場建設

２００６／６／１３
～１６

近世遺構検出

４５ 大井宿遺跡１３地点 大井１―３―３２ ６０ １５１ 個人住宅建設 ２００６／８／２１ ２００６／８／
２２～２４

近世遺構遺物検出

４６ 大井宿遺跡１４地点 大井１丁目２―１９，２―２０ １１２ ９４４ コンテナボッ
クス設置

２００７／３／２７
～２９

近世遺構検出

４７ 大井氏館跡遺跡２１
地点

大井１丁目７―１５ ２２ １７４ 個人住宅建設 ２００６／５／２２ 遺構遺物なし

４８ 本村遺跡１１７地点 大井２―１１―４，６の一部 １，５８２ １，５８２ 店舗建設 ２００６／３／２２
～４／１４

中世遺構遺物検出

４９ 本村遺跡１１８地点 市沢２丁目１２番１３ ８０ ２５７ 個人住宅建設 ２００６／５／２４
～２５

２００６／５／
２５

縄文遺構検出

５０ 大井戸上遺跡５地
点

大井字東台７３９番１４ １０ ３２６ 個人住宅建設 ２００６／７／１０ 遺構遺物なし

５１ 東台遺跡４５地点 大 井 字 東 台７１０―１，７１１―
１，７１７―１．２

７，９７１ １７，３９１ 小学校建設 ２００６／５／３１
～９／１

２００６／９／８
～２００７／３
／７

旧石器石器群、縄
文遺構遺物検出

５２ 東台遺跡４６地点 大井字東台６２６‐１１ ８０ １００ 宅地造成 ２００６／９／４～
６

２００６／９／
１５～２８

縄文住居跡２軒検
出

５３ 東台遺跡４７地点 大井字東台６０２番４，６０２番５ ８０ ３２０ 個人住宅建設 ２００６／９／１９
～２０

遺構遺物なし

５４ 東台遺跡４８地点 大井字東台６４９‐２１ ２５ ６０ 個人住宅建設 ２００７／１／１６
～２６

縄文住居跡３軒検
出

合計 ２１，７２７ ４３，５８５

第３表 ２００６（平成１８）年度立会い調査一覧表

3Ⅰ 調査に至る経過



Ⅱ 立地と環境

ふじみ野市は埼玉県の南西部に位置し、市内には富

士見川越有料道路、東武東上線、川越街道（国道２５４

号線）、関越自動車道といった、交通の幹線が北西か

ら南東方向に平行して存在する。市内の開発はこうし

た幹線沿いや、東武東上線上福岡駅周辺、ふじみ野駅

周辺を中心に進んでいるが、郊外には畑地や田園風景

も多くみられる。

ふじみ野市を地形的にみると、武蔵野台地と荒川低

地に大きく分かれ、旧大井町域は武蔵野台地縁辺部に

位置し、旧上福岡市域は台地縁辺部から荒川低地の沖

積地に広がる。

武蔵野台地は古多摩川が形成した扇状地で、扇頂部

で標高１８０�、扇端部は標高１５～２０�で比高差１０�前

後の急斜面となって荒川低地と接している。台地には

柳瀬川、黒目川、石神井川等の中河川が荒川低地へ向

かって流れ、深い谷と沖積地を形成し、河川に沿って

多くの遺跡が分布している。他にも多数の小河川が流

れ、台地縁辺を鋸歯状に開析することが多いが、中に

は急崖もなく、緩斜面のまま低地に接していくことが

ある。この緩斜面はもともと低位の段丘面で、低位台

地と呼ばれる。旧大井町地域を南北方向の断面図で見

ると、北と南に高台が続き、その中間に低位台地（大

井台）がある。この大井台の中を３本の河川が東流し、

河川の流域に遺跡が集中している。中でも砂川堀は狭

山丘陵に流れを発する中河川で、本来大井台はこの砂

川の段丘面と捉えることができる。また、福岡江川や

富士見市との境を流れるさかい川、浄禅寺川などの小

河川は市内に湧水源をもつ。湧水源は浅い窪地から発

しており、こうした窪地の形成は従来から伏流水が再

湧出したことによるものと、宙水からの流出によるも

のとの二通りが考えられている。

荒川低地は、荒川により形成された沖積地で、ふじ

み野市の北東部から東部にかけての地域が属する。荒

川の支流である新河岸川は、川越市に水源を発し武蔵

野台地縁辺部を縫うように流れ、川越市、ふじみ野市、

富士見市、志木市、朝霞市を経て荒川に合流する。低地

部は平坦にみえるが、荒川や新河岸川の河川改修等で

取り残された沼や、氾濫でできた旧河道（埋没河川）、

自然堤防、後背湿地などの地形が存在する。

Ⅲ 市内の遺跡

ふじみ野市の遺跡分布をみると、台地上の中小河川

沿いと荒川低地部を望む縁辺部、低地部分に分かれる。

市内の遺跡を、時代順に河川ごとに概観する。

【旧石器時代・縄文時代】一番北の川越江川では右岸

高台に礫群・石器群を検出する鶴ヶ岡外遺跡、鶴ヶ岡

遺跡があり、縄文時代中期の集落である西遺跡へと続

く。川崎貝塚として著名な川崎遺跡は荒川低地に張り

出した舌状台地に立地し、縄文時代早期から後期まで

の住居跡を検出する。

川崎遺跡を回り込んだ新河岸川は台地東縁をなめる

ように流れ、急峻な崖を形成する。崖線上に縄文時代

中期のハケ遺跡、学史上著名な前期集落の上福岡貝塚

が形成される。舌状台地の南側は一段低い立川段丘面

が形成され、清水が流れる。下流右岸の長宮遺跡では

微高地上に縄文時代早期～後期の集落が形成される。

川越江川の１㎞南には福岡江川が流れ、新河岸川へ

注ぐ。福岡江川の湧水地に接して縄文時代中期前半の

亀居遺跡があり、対岸の江川南遺跡でも住居を検出す

る。旧石器時代（立川ローム第Ⅳ層）の礫群もこの２

遺跡で検出している。最下流の低地に形成された微高

地上には縄文時代前期集落の鷺森遺跡がある。

福岡江川の９００�南にはさかい川が流れ、３㎞下流

で砂川堀と合流する。流域には縄文時代中期の拠点集

落である西ノ原遺跡をはじめ、１０遺跡が存在する。縄

文時代の集落は時代を追うごとに対岸の中沢遺跡、下

流の神明後遺跡、苗間東久保遺跡へ拠点を移していく。

さかい川の８００�南に砂川堀が流れるが、流域には

大きく３ヶ所の地域で遺跡分布がみられる。砂川が流

れを発する最上流域の狭山丘陵裾部、伏流水となりは

じめる中流域、一旦地中に姿を消したあと再び湧水し

てくる下流域である。下流域であるふじみ野市では、

砂川右岸が段丘となり５～６�の急崖を形成している。

この高台上には縄文時代中期の拠点集落である東台遺

跡があり、旧石器時代の遺跡も西台遺跡から東台遺跡

まで連綿と続く。砂川左岸、低位台地上では市内で最

古の時期であるAT降灰前（立川ローム第Ⅶ層）の石器

を本村遺跡の微高地上から検出した。縄文時代には上

流の小田久保遺跡で小規模な集落の存在が考えられる

が、本村遺跡では炉穴、落し穴が散在するのみである。

4 第１章 調査の概要



【弥生・古墳時代】荒川低地の自然堤防上に立地する

伊佐島遺跡では弥生時代後期の環濠集落が存在する。

舌状台地東端の崖線上に立地する権現山遺跡は古墳

時代前期の古墳群で、方墳１１基の他、２号墳は古墳時

代初期の前方後方墳として注目される。古墳時代中期

になると古墳の造営は北西の権現山北古墳群に移る。

古墳時代の集落は川崎遺跡と権現山遺跡、上福岡貝

塚、古墳群南の滝遺跡で検出している。

【飛鳥・奈良・平安時代】７世紀代には川崎・上福岡

の舌状台地の西側に川崎横穴墓群、東側に富士見台横

穴墓群が存在する。集落は川崎遺跡や長宮遺跡、松山

遺跡など一段低い段丘面でに展開し、広範囲に散在し

て検出する。８世紀代には前述遺跡の他、ハケ遺跡、

上福岡貝塚、滝遺跡、神明後遺跡でも検出し、９世紀

以降１０世紀まではさらに伊佐島遺跡、東台遺跡、東久

保南遺跡、西ノ原遺跡でも住居を検出しているが、多

数の住居を検出するのは川崎遺跡、ハケ遺跡、松山遺

跡であり、特にハケ遺跡では�帯金具が、川崎遺跡で

は瓦塔の破片と布目瓦が出土している。

奈良時代（８世紀中葉）、東台遺跡に製鉄遺跡が現

れ、９世紀前半まで続く。

【中世】駒林遺跡では１４世紀代の蔵骨器が埋納された

葺石墳墓を検出した。長宮遺跡、松山遺跡、本村遺跡

等で１３～１６世紀代の遺物を伴う遺構を検出する。特に

本村遺跡では遺構を多数検出するようになり、１５世紀

以降中世集落が発展していったと思われる。１６世紀後

半から１７世紀前半にかけては川崎遺跡、長宮遺跡、松

山遺跡、神明後遺跡、浄禅寺跡遺跡などで屋敷地と思

われる遺構を検出し、「新田」といった地名と共に開

発の歴史を偲ばせる。特に城山遺跡は荒川低地の自然

堤防上に立地し、周囲を方形に堀跡で囲まれ、中世か

ら近世の居館跡と思われる。

また、松山遺跡、駒林遺跡、亀久保堀跡遺跡、神明

後遺跡では時期不詳の長大な堀跡が検出されている。

【近世】近世以降の遺跡は、多数の遺跡で遺物などが

確認されている。中でも、川越街道沿い大井宿の範囲

にある大井氏館跡遺跡、大井戸上遺跡や大井宿遺跡、

亀久保村地蔵院の江川南遺跡、旧苗間村の寺院跡であ

る浄禅寺跡遺跡、新河岸舟運で栄えた福田屋などでま

とまった遺構と遺物が確認されている。

第１図 ふじみ野市の位置と周辺の地形

5Ⅲ 市内の遺跡
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�. 遺跡名 主な時代 遺跡番号 � 遺跡名 主な時代 遺跡番号
１ 西 遺 跡 縄文中期の集落跡 ２５－００１２４亀 居 遺 跡 旧石器、縄文前期・中期の集落跡 ３０－０３０
２ 北 野 遺 跡 縄文中期の散布地 ２５－００２２５鶴 ヶ 舞 遺 跡 旧石器、縄文中期、奈良・平安の集落跡 ３０－０４６

３ 川 崎 遺 跡
旧石器、縄文前期・中期、古墳前
期・中期、奈良・平安の集落跡

２５－００３
２６江 川 南 遺 跡 旧石器、縄文中期、中・近世の集落跡 ３０－００７
２７江 川 東 遺 跡 奈良・平安、近世の集落跡 ３０－０４５

４ 川崎横穴墓群 古墳後期の横穴墓 ２５－００４２８東 久 保 遺 跡 旧石器、縄文中期、近世の集落跡 ３０－００９

５ ハ ケ 遺 跡
縄文中期の集落跡、奈良・平安
の集落跡

２５－００５
２９亀久保堀跡遺跡 中世の堀跡 ３０－００６
３０東久保西遺跡 旧石器、縄文早期・中期、近世の集落跡 ３０－０４２

６ 上 福 岡 貝 塚
縄文前期、古墳前期、奈良・平
安の集落跡

２５－００６
３１東中学校西遺跡 縄文早期・中期、近世の集落跡 ３０－００８
３２東久保南遺跡 旧石器、縄文早期・中期、近世の集落跡 ３０－０３２

７
権 現 山 遺 跡
（ 古 墳 群 ）

古墳前期の集落跡・古墳群 ２５－００７３３西 ノ 原 遺 跡
旧石器、縄文早期・中期・後期、
奈良・平安～近世の集落跡

３０－００１

８ 滝 遺 跡 古墳前期・中期、奈良・平安の集落跡 ２５－００８３４中 沢 前 遺 跡 縄文早期・中期、近世の集落跡 ３０－０４４
９ 長 宮 遺 跡 縄文前期、中・近世の集落跡 ２５－００９３５

神 明 後 遺 跡
旧石器、縄文早期～後期、奈良
・平安～近世の集落跡

３０－０４１
１０松 山 遺 跡 奈良・平安の集落跡 ２５－０１０
１１富士見台横穴墓群 古墳後期の横穴墓 ２５－０１１３６苗間東久保遺跡 旧石器、縄文早期～後期 ３０－０２０
１２駒 林 遺 跡 中世の堀跡、中世の墳墓（駒林

中世墳墓・駒林新田前遺跡を
２００７年に統合）

２５－０１３３７浄禅寺跡遺跡 旧石器、縄文早期・中期、中・近世の集落跡 ３０－０２２
（駒林中世墳墓） ３８小田久保遺跡 旧石器、縄文早期～中期、中・近世の集落跡 ３０－０４０

３９大 井 宿 遺 跡 近世～近代の宿場跡 ３０－０１０
１５福岡新田遺跡 散布地 ２５－０１５

４０
大井氏館跡遺跡
大 井 戸 遺 跡

旧石器、縄文前期・中期、中・
近世の集落跡

３０－０３７
１６福 遺 跡 古墳後期の横穴墓 ２５－０２３
１７鷺 森 遺 跡 縄文前期の集落跡 ２５－０１７４１本 村 遺 跡 旧石器、縄文早期～後期、中・近世の集落跡 ３０－０３４
１８天 神 廻 遺 跡 古墳中期の散布地 ２５－０１８４２西 台 遺 跡 旧石器、縄文中期、奈良・平安、近世の集落跡 ３０－０３９
１９城 山 遺 跡 中・近世の館跡 ２５－０１９４３大井戸上遺跡 旧石器、縄文前期・中期、近世の集落跡 ３０－０１４
２０川 袋 遺 跡 奈良・平安の散布地 ２５－０２０

４４東 台 遺 跡
旧石器、縄文早期～後期、奈良・
平安～近世の集落跡、製鉄遺跡

３０－０２４
２１伊 佐 島 遺 跡 古墳前期、平安の集落跡 ２５－０２１
２２鶴ヶ岡外遺跡 旧石器、縄文早期の集落跡 ３０－０３６４５大井宿木戸跡 近世～近代の宿場跡
２３鶴 ヶ 岡 遺 跡 旧石器、縄文早期・中期の集落跡 ３０－０４７４６石 塔 畑 中世の散布地 ３０－０２７

第４表 ふじみ野市遺跡一覧表

第５表 縄文時代中期時期細分対比表

7Ⅲ 市内の遺跡



第２章 西遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

西遺跡は、藤間江川に面した標高２２�の台地北縁、

低地との比高差８�以上の急峻な崖面上に立地する南

北１５０�、東西２００�以上の遺跡である。上福岡駅まで

６００�位置する利便性のため、早くから宅地開発され

るが、一部は畑、牧場等が残っていた。

周辺の遺跡は、上流に隣接して旧石器時代の礫群・

石器群が広がる鶴ヶ岡遺跡、川越市八幡神社遺跡、最

上流に鶴ヶ岡外遺跡がある。また、藤間江川の支谷を

はさんだ対岸には川越市藤原町遺跡があり、八幡神社

遺跡とともに縄文時代の集落が広がる。さらに下流へ

向かうと、「川崎貝塚」として著名な川崎遺跡、川崎

横穴墓群があり、旧石器時代から縄文、古墳、飛鳥・

奈良・平安、中近世にわたる複合遺跡となる。

１９９２年３月、駐車場造成に伴い約３，０００㎡が発掘調

査され、縄文時代中期中葉の勝坂期～加曾利 EⅠ期

の住居跡１７軒、集石土坑、土坑等を検出、１９９６年の第

２・３次調査でも縄文時代中期勝坂期の住居跡を検出

し、弧状に分布する縄文集落が明らかとなってきた。

２００７年月現在、１３ヶ所で試掘及び発掘調査が行われ、

時期不明の溝跡なども検出している。主たる時代は縄

文時代中期である。

Ⅱ 西遺跡第１地点

調査は共同住宅の建設に伴うもので、原因者より

２００７年（平成１９年）１月２５日付けで、「埋蔵文化財包

蔵地の開発行為事前協議書」（以下「埋蔵文化財事前

協議書」）がふじみ野市教育委員会に提出された。申

請地は１９９２年に「西遺跡第１次調査」として調査済み

であるが、当時の開発は駐車場造成のため、遺構保存

として試掘調査のみを行なった未調査区域があり、特

に旧石器時代の遺構については未確認である。今回開

発申請したマンション建設ではローム面の掘削も予定

されているため、旧石器時代と未調査部分の確認を主

眼に再調査することとなった。

試掘調査は２００７年３月１２日から同年４月２０日まで行

なった。幅約２�のトレンチを４本設定し、重機によ

る表土除去後、人力による表面精査を行った。前回調

査した住居跡の他、新たな住居跡、集石を検出した。

そこで申請者と協議した結果、開発の変更ができない

ため、原因者負担による本調査を実施することになっ

た。写真撮影・全測図作成等記録保存を行い、試掘調

査を終了した。

本調査は２００７年６月４日から８月１日まで、ふじみ

野市教育委員会が行い、縄文時代の遺構と遺物を調査

した。

第３図 西遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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第４図 西遺跡第１地点遺構配置図（１／４００）
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第３章 北野遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

北野遺跡は、藤間江川に面した標高１７～１８�の台地

縁辺にあり、開析した小支谷を囲うように立地する南

北２５０�、東西６５０�以上の遺跡である。上福岡駅まで

６００�に位置する利便性のため、昭和３０年代から宅地

開発され、ほとんど空き地は残っていない。

周辺の遺跡は、１㎞上流に縄文集落の西遺跡、下流

に旧石器時代から縄文、古代、中近世にわたる複合遺

跡の川崎遺跡、川崎横穴墓群がある。

１９６５年の分布調査、１９７０年代後半の宅地開発で縄文

時代早～中期の土器片が採集され、１９８０年以来１４ヶ所

で試掘調査が行われ、時期不明の土坑を検出している。

主たる時代は縄文時代中期である。

Ⅱ 北野遺跡第１地点

調査は分譲住宅の建設に伴うもので、原因者より

２００６年３月２３日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふ

じみ野市教育委員会に提出された。申請地は小支谷に

北面しているため、申請者と協議の結果、遺構の存在

を確認するために試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年４月７日に、２×２�のグリッド

を１１ヶ所設定し、人力により表土除去と表面精査を行

ったが、遺構・遺物は確認できなかった。旧石器時代

の確認調査はしていない。写真撮影・全測図作成等記

録保存を行なったうえ埋め戻し、調査を終了した。

Ⅲ 北野遺跡第２地点

調査は個人専用住宅の建設に伴うもので、原因者よ

り２００６年７月２４日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が

ふじみ野市教育委員会に提出された。申請地は藤間江

川に面した斜面地に立地しているため、申請者と協議

の結果、遺構の存在を確認するために試掘調査を実施

した。

試掘調査は２００６年８月４日に２×２�のグリッドを

５ヶ所設定し、人力により表土除去と表面精査を行っ

たが、遺構・遺物は確認できなかった。旧石器時代の

確認調査はしていない。写真撮影・全測図作成等記録

保存を行なったうえ埋め戻し、調査を終了した。

第５図 北野遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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第６図 北野遺跡第１・２地点調査区域図（１／３００）
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第４章 川崎遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

川崎遺跡は、武蔵野台地の北東端、荒川低地に舌状

に突き出た武蔵野段丘面の、いわゆる川崎台に立地し

ている。台地の北を東流してきた藤間江川は舌状台地

の西側で新河岸川に合流し、かつては台地の先端より

北東方向へ大きく蛇行していた新河岸川は、現在は台

地東縁をなめるように流れる。台地の幅は４００～５００�、

台地の基部から先端へ１�にわたり緩やかに傾斜して

おり、標高は最南部で１８�、最北部では８�を測る。

遺跡の範囲は南北６００�、東西５００�以上ある。虫食い

状に宅地開発されるが、畑も良く残っている。

周辺の遺跡は、舌状台地の西側基部の急斜面上部に

川崎横穴墓群が隣接し、東側基部に縄文時代、古墳、

奈良・平安時代のハケ遺跡がある。

１９１７年（大正６年）台地の先端部で貝層が確認され

１９２８年（昭和３年）の調査では川崎貝塚として報告さ

れた。１９６７年以降宅地開発等に伴う緊急調査が増加し、

１９８０年以来５８ヶ所で調査が行われ、３７ヶ所で遺構が確

認されている。主たる時代と遺構は縄文時代早期の炉

穴、早期から前期及び後期の住居跡、古墳時代住居跡、

飛鳥時代住居跡、奈良時代住居跡、平安時代住居跡・

掘立柱建物跡、中世以降の溝跡、地下式坑である。

第７図 川崎遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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地点 所在地 調査期間
（ ）は試掘調査

面積
（�） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

予備発掘調査 川崎１６０ １９７４．３．２５～４．４ ８４ １次調査に先立
つ保存状況把握

炉穴３、土坑２、ピット群、縄文土器、石器 上福岡市遺跡調
査報告書

１次 川崎１６２～１７６ １９７４．７．２０～９．１９ １，８００
（予定
２，５１０）

５ヶ年計画によ
る事前調査

住居跡１１（縄文前期３、古墳前期１、国分７）、溝３、掘２、
土坑５、地下式坑６、集石１

川崎遺跡第１次調
査概報

緊急発掘調査
（新井氏宅）

大字川崎字宮後１６８―３ １９７５．３．３０～５．１０ １９８．５３ 個人住宅建設 溝３、縄文土器、石器、平安土師器・須恵器・灰釉陶
器・布目瓦・瓦塔

上福岡市遺跡調
査報告書

宅地添１次
（A地区）

大字川崎字宅地添１２２ １９７５．６．８～２９ ５０ 個人住宅建設 縄文早期住居１、縄文土器、石器、礫 上福岡市遺跡調
査報告書

２次 川崎１３７～１７４ １９７５．９．４～１２．５ ３０５５ ５ヶ年計画によ
る事前調査

縄文住居９、古墳住居６、奈良平安住居１０、中世遺
構他

川崎遺跡第２次調
査概報

３次 川崎１４９―６ １９７７．１１．１～１２．３ ３００ 住宅建設 縄文住居３（７，８）、奈良平安住居（１，２，４～６，９）、焼
土散布、柱穴、溝

川崎遺跡（第３次）
・長宮遺跡

宅地添２次
（B地区）

川崎１９８ １９７８．５．１５～２５ １７０ 宅地造成 土坑３、ピット 埋蔵文化財の調査（Ⅰ）

宅地添３次
（C地区）

川崎２３０ １９７８．５．２３～３１ １３０ 宅地造成 井戸跡２、地下式坑１、溝１ 埋蔵文化財の調査（Ⅰ）

４次 川崎２―５―２ １９７９．４．１９～５．１１ ３０４ 宅地造成 縄文前期住居１、溝１黒浜式土器、貝類 埋蔵文化財の調査（Ⅱ）
埋蔵文化財の調査（Ⅳ）

５次 川崎１―１―４ １９７９．９．２６～１０．１０ １５２ 宅地造成 溝状遺構 埋蔵文化財の調査（Ⅱ）
１９７９年試
（清見）

清見４―３―１１ １９７９．１１．１２～１９ ２６０ 宅地造成 溝１ 埋蔵文化財の調査（Ⅱ）

６次 川崎１０２―５ １９７９．１２．３～８ ３０ プレハブ家屋建設 縄文前期住居２、縄文土器片、平安住居２ 埋蔵文化財の調査（Ⅱ）
７次 川崎１２４―３ １９８１．１１．２７～３０ ３１６ 個人住宅建設 遺構なし、平安土器片 埋蔵文化財の調査（Ⅳ）
８次 大字川崎字宮脇１４８―１ １９８４．１．１７～２６ ４００ 住宅建設 溝１ 埋蔵文化財の調査（Ⅵ）

宅地添４次 川崎宅地添２１９ １９８４．９．２５～１０．９ ３０１ 住宅建設 縄文住居１、平安住居１ 埋蔵文化財の調査（Ⅶ）
９次 川崎字宮後口１７２―１，２ １９８６．９．１１～２０ ４９５ 個人住宅建設 溝２、縄文後・晩期、平安土器散布 埋蔵文化財の調査（Ⅸ）
１０次 川崎２２４―１ １９８７．１１．２４～３０ ６０３ 個人住宅建設 溝１ 埋蔵文化財の調査（Ⅹ）
１１次 川崎２―６―２ １９８８．５．１０～１７ ２８９ 住宅建設 なし 埋蔵文化財の調査（１１）
１９８８年試
（市道４０２号線）

市道４０２号線 １９８８．９．１９～２１ ６０ 下水道設置 住居１ 埋蔵文化財の調査（１１）

１９８９年試（１） 川崎字宅地添１９６―１ １９８９．４．１０～１８ １０４５ 住宅建設 なし 埋蔵文化財の調査（１２）
１９８９年試（２） 川崎字宮前９８―２ １９８９．１０．３～６ ２６４ 住宅建設 なし 埋蔵文化財の調査（１２）
１２次 川崎字宮前１４９―４・５ １９９０．４．２０～２７ ３１１ 住宅建設 溝２ 埋蔵文化財の調査（１３）
１３次 大字川崎字宮前１２２ １９９０．５．１～１７ ４８０ 住宅建設 奈良住居１ 埋蔵文化財の調査（１３）

１９９０年試（１） 大字川崎字宮前１２２ １９９０．５．１８～２３ ５３０ 範囲確認調査 なし 埋蔵文化財の調査（１３）
１４次 大字川崎字宮前１４５ １９９０．１０．１～３１ ４９９ 住宅建設 縄文前期住居１、貝塚、平安住居１ 埋蔵文化財の調査（１３）
１５次 川崎字宮後口１６０―１ １９９１．１０．２３～１１．２０ ４９９ 個人住宅建設 平安住居７、土坑１ 埋蔵文化財の調査（１４）

１９９２年試（１） 大字川崎字山向９―５ １９９３．２．１８～１９ １６８ 店舗併用住宅 なし 埋蔵文化財の調査（１５）
１９９３年試（１） 川崎２―２―１０，１１ １９９３．８．２４ １３１ 個人住宅建設 なし 埋蔵文化財の調査（１６）
１９９３年試（２） 川崎１―１―１の一部 １９９３．９．１０～１３ ４２２．３７ 個人住宅建設 なし 埋蔵文化財の調査（１６）
１９９４年試（１） 川崎字台２５８他１筆 １９９４．１１．１７～２４ ２３０ 機材置場敷設 なし 埋蔵文化財の調査（１７）
１９９５年試（１） 川崎２―７―２，３ １９９５．１０．１３～１６ １１２６．３４ 消防署建設 なし 埋蔵文化財の調査（１８）
１６次 川崎字宮脇１５０―２，３ １９９５．１２．１１～１９９６．３．８ ８２８ 駐車場及び資材

置場敷設
縄文前期（黒浜期）大形住居１、同期住居跡２・土坑
２、平安住居跡４・掘立柱建物跡６、中世竪穴状遺構
２

７年度教育要覧

１７次 川崎字宅地添２０４の一部 １９９６．７．１５～２３ ７７９．６９ 個人住宅建設 平安住居１ 埋蔵文化財の調査（１９）
１８次 川崎字宮脇１４８―３ １９９６．１１．１８～２５ １９８ 個人住宅建設 平安住居１ 埋蔵文化財の調査（１９）

１９９７年試（１） 川崎字山向２１ １９９７．４．１４ ３６７．２１ 宅地造成 溝１（時期不明） 埋蔵文化財の調査（２０）
１９９７年試（２） 川崎字宮後口１６５―６ １９９７．１０．２０ ２０４．３４ 個人住宅建設 なし 埋蔵文化財の調査（２０）
１９９７年試（３） 川崎字宅地添１９９―１，２，５ １９９８．２．１２～１６ ７８０．３６ 個人住宅建設 なし ９年度教育要覧
１９９８年試（１） 川崎字宅地添１９７―１ １９９８．１０．２７～１１．６ ９９６．０９ 宅地造成 縄文前期土坑１ほか 埋蔵文化財の調査（２１）
市道４０２号線
２次

川崎字宮前、宮脇地内 ２０００．２．２１～２５ ４９６ 縄文前期住居跡１ １１年度教育要覧

２０００年試（１） 川崎大字宅地添２０９の一部 ２０００．６．１９～２２ １２３．３ 個人住宅建設 貝塚の一部 埋蔵文化財の調査（２３）
範囲確認調査 川崎字宅地添２０９ ２００１．６．１２～２５ １００ 車庫建設 溝１ 埋蔵文化財の調査（２４）
１９次 川崎字宮脇１５７の一部 ２００１．９．１８～１０．４ ２８９．２ 個人住宅建設 平安初頭住居１ 埋蔵文化財の調査（２４）

２００１年試（１） 川崎字宅地添２０４―１ ２００１．１０．２９，３０ ８２５．４２ 宅地造成 なし 埋蔵文化財の調査（２４）
２００２年試（１） 川崎２４９―１の一部 ２００２．５．１３ ３４１．３２ 倉庫建設 なし 埋蔵文化財の調査（２５）
２００２年試（２） 川崎２１０―１，２の一部 ２００２．１０．２８，２９ ５５１ 共同住宅建設 溝１【盛土保存】 埋蔵文化財の調査（２５）
２００２年試（３） 川崎２―４―１６ ２００２．１２．２４ ２２８ 個人住宅建設 なし １４年度教育要覧
２００２年試（４） 川崎２―２―１２ ２００３．３．１３ １６５ 個人住宅建設 なし １４年度教育要覧
２００２年試（５） 川崎字宮脇１５５先 ２００３．３．２６ １６４ 市道４０１号線舗装工事 なし １４年度教育要覧
２００３年試（１） 川崎１３７―１の一部 ２００３．８．６，７ ２５７．５ 個人住宅建設 なし 埋蔵文化財の調査（２６）
２００３年試（２） 川崎字宅地添２２６―１４ ２００３．１２．８，１９ ３８１ 個人住宅建設 なし 埋蔵文化財の調査（２６）
宅地添地区５次 川崎字宅地添２２２―３先 ２００４．２．１６～１８ ８８ 古墳初頭竪穴住居跡１【調査実施】 １５年度教育要覧
２００４年試（１） 川崎字宮脇１５７―１の一部 ２００４．６．１４，１５ ４２１ 個人住宅建設 平安竪穴住居のカマドの一部 埋蔵文化財の調査（２７）
２００４年試（２） 川崎２―５―１ ２００４．１１．１～４ ８８１ 宅地造成 なし 埋蔵文化財の調査（２７）
２０次 川崎字宮脇１５３―５ ２００５．１１．２８～

１２．２（１１．２２～２７）
２５７ 個人住宅建設 古墳住居１ 市内遺跡群１

２１次 川崎１―６―１０ ２００６．４．１４～
２０（２００６．４．１１）

２９８ 個人住宅建設 奈良住居１、溝検出 市内遺跡群３

２２次 川崎１７１―１，１７４―１０ ２００７．４．１６～２３ １０４ 消防分団倉庫 中世地下式坑１、近世地下室１
２３次
２４次 川崎字宅地添２２５番３ ２００７．１０．４確認調査 ３１９ 確認調査 なし

第６表 川崎遺跡調査一覧表
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Ⅱ 川崎遺跡第２１地点

（１）調査の概要

調査は個人専用住宅の建設に伴うもので、原因者よ

り２００６年３月２８日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が

ふじみ野市教育委員会に提出された。申請地は台地の

西端に近い台地上に立地しているため、申請者と協議

の結果、遺構の存在を確認するために試掘調査を実施

した。

試掘調査は２００６年４月１１日に２×２�のグリッドを

１４ヶ所設定し、人力により表土除去と表面精査を行っ

た。その結果、奈良・平安時代の遺構・遺物を確認し

たが、遺構確認面まで３０�と浅く、工事による掘削が

遺構に影響を与える為、本調査を行なうこととなった。

なお、旧石器時代の確認調査はしていない。

本調査は２００６年４月１４日から同年４月２０日まで、試

掘調査で確認した遺構の場所を人力で表土除去後調査

を行なった。調査の結果、平安時代の住居跡１軒、溝

跡１条を検出し、写真撮影・全測図作成等記録保存を

行なったうえ埋め戻し、調査を終了した。

住居
番号

調査
年度 調査名 調査率 平面形

（ ）は推定 規模
炉

設置壁
カマド規模㎝

周溝 主軸方位 時期 備考 文献
カマドK 煙道 幅

１ １９７４ 第１次 LN７２ 完掘 隅丸方形 ７６０×７３０×４０ 炉 地床炉 ６０×５０㎝ ○ N―６０―E ３世紀終末 市指定文化財 川崎遺跡第１次概報
２ 〃 第１次 LN０５ 完掘 方形 ３９０×３２０× K ○ N―５―E 国分 〃
３ 〃 第１次 LN０６ 完掘 歪んだ方形 ３２０×３２０× K 東 N―１３―W ９C ４半期 〃
４ 〃 第１次 LN０７ 完掘 方形 ３２０×３２０× K 東 ８０ ９０ ○ N―８３―W ９C 中葉 〃
５ 〃 第１次 LN２４ 完掘 長方形 ４７０×３４０×５０ K 北 １２０ ７５ ○ N―５―E １０C １半期 〃
６ 〃 第１次 LN２５ 完掘 方形 ３２０×３００× K 北 ４０ ４０ N―４２―E ９C １半期 〃
７ 〃 第１次 LN２８ 西側未掘 （長方形） ×３００ K 東 ５０ ６０ ○ N―６９―W ９C ３半期 〃
８ 〃 第１次 LN７１ 東側７割未掘 （方形） ×６００ 〃
９ １９７５ 第２次 LN７５ 部分 （長方形） 川崎遺跡第２次概報
１０ 〃 第２次 LN９２ 部分 （長方形） １０C １半期 〃
１１ 〃 第２次 LN７２ 完掘 隅丸方形 ２５０×２５０×１３ K 南 ５０ ８０ N―１８―E 国分 〃
１２ 〃 第２次 LN０７ 完掘 方形 ７２０×７２０ K 北 ○ N―３２―E ６C後半 ピット多数 土すい 〃
１３ 〃 第２次 LN０４ 完掘 方形 ３９０×３５０ K 東 ６０ ７０ ○ N―６４―E ６C前半 貯蔵穴有り 〃
１４ 〃 第２次 LN０５ 完掘 長方形 ４５０×３７０ K 北 １００ ８０ ○ N―１―E １０C ２半期 〃
１５ 〃 第２次 LN１９ １４住に切られる K 東 ９C ４半期 支脚がたったまま 〃
１６ 〃 第２次 LN１４ 完掘 長方形 ３７０×２６０ K 北 ９０ ８０ ○ N―４―E ９C ３半期 〃
１７ 〃 第２次 LN１２ 南側未掘 長方形 ７００× ６C 紡錘車 〃
１８ 〃 第２次 LN３３ １７住と大きく重複し全体不明 〃
１９ 〃 第２次 LN０６ 完掘 隅丸方形 ４１０×４２０ K 北東 ○ N―４５―E ６C後半 良好 〃
２０ 〃 第２次 LN２２ 完掘 長方形 ４１０×３３０ K 北 １２０ １２０ ○ N―２９―W 〃
２１ 〃 第２次 LN５３ 完掘 長方形 ３５０×２８０ K 東 ７０ ６０ ○ N―８７―E １０C ２半期 ２２住を切る 〃
２２ 〃 第２次 LN５４ 部分 方形 ３３０×３２０ 炉 地床炉 五領 〃
２３ 〃 第２次 LN２０ ３／５ （長方形） ×３５０ K 北 ○ N―２３―E ９C ２半期 鍛冶工房跡 〃
２４ 〃 第２次 LN２１ ほぼ完掘 正方形 ５８０ K 北西 ５０ ７０ ○ N―４３―W 鬼高 〃
２５ １９７７ 第３次１号住居 南東隅のみ （長方形） K 東 途中で廃絶されたもの ○ 川崎遺跡第３次
２６ 〃 第３次２号住居 完掘 長方形 ３５０×３３０ K 北 ７０ ○ 国分 鉄製品多い 〃
２７ 〃 第３次４号住居 （完掘） 長方形 ３５０×４００ K 東 １７０ １１０ ○ 国分 〃と埋文調査１９
２８ 〃 第３次５号住居 （完掘） 長方形 ３５０×３２０ K 東 １２０ ９０ ○ 国分 〃と埋文調査１９
２９ 〃 第３次６号住居 ４／５ 正方形 ４４０× K 北 １５５ ９０ ○ ９C ４半期 焼失家屋 〃
３０ 〃 第３次９号住居 １／２ （方形） ４１５× ○ 国分 〃
３１ １９７９ 第６次１B住居 ３４０× ○ ９C ２半期 埋蔵文化財の調査Ⅱ
３２ 〃 第６次２号住居 １／３ ３４０× K 北→東 １４０ ８０ ○ ９C １半期 鉄製品多い 〃
３３ １９８４ 宅地添第４次３住 完掘 正方形 ３４０×３４０ K 東 ２９０ ２００ ○ ８C ３半期 埋蔵文化財の調査Ⅶ
３４ １９９０ 第１３次１号住居 １／２～１／３ ３９０× K ○ ７C後半 埋蔵文化財の調査１３
３５ 〃 第１４次２号住居 南１／２ ３４０× K 東 ○ ９C １半期 〃
３６ １９９１ 第１５次１号住居 ３９５×２８５ K 北東 ９C～１０C 埋蔵文化財の調査１４
３７ 〃 第１５次２号住居 正方形 ３８０×３８０ K 東 ９C中葉 〃
３８ 〃 第１５次３号住居 完掘 長方形 ２６５×４３０ K 南東 ○ ９C初頭 〃
３９ 〃 第１５次４号住居 １／２ 正方形 ５８０× K 東 ○ ８C末～９C初頭 〃
４０ 〃 第１５次５号住居 ３／４ ２８０× K 北 ○ ９C前半～中 〃
４１ 〃 第１５次６号住居 正方形 ４２５×２７０ K 北 ○ ８C後半 ３５，３６住と重複 〃

４２ 〃 第１５次７号住居 １／２ 正方形 ５７０× K 北 ○ ９C前半
緑釉陶器

焼失家屋
〃

４３ １９９４ 第１６次１号住居 １／２ ４５０× ○ ９C前半～後半 未報告
４４ 〃 第１６次２号住居 北西隅のみ ９C前半～後半 〃
４５ 〃 第１６次５号住居 ２／３ ４４０× K 東 ○ ９C前半～後半 〃
４６ 〃 第１６次６号住居 カマドのみ K 東 〃

〃 第１６次１号掘立 ２／３ 長方形 〃
〃 第１６次２号掘立 西側柱のみ 長方形 南北２間 ９C前半～後半 ４２住と隣接 〃
〃 第１６次３号掘立 完掘 長方形 南北３間 東西２間 〃 〃 〃
〃 第１６次４号掘立 完掘 長方形 南北３間 東西２間 〃 〃 〃
〃 第１６次５号掘立 １／２ 長方形 南北２間 〃 〃 〃
〃 第１６次６号掘立 完掘 南北３間 東西２間 〃 〃 〃

４７ １９９６ 第１７次１号住居 完掘 長方形 ４００×４００ K 東 ○ 国分 墨書土器 埋蔵文化財の調査１９
４８ 〃 第１８次２号住居 完掘 長方形 ３００×３００ K 東 ○ 国分 埋蔵文化財の調査１９
４９ ２００１ 第１９次１号住居 １／２ ３６０× K ９C前半 埋蔵文化財の調査２４
５０ ２００５ 第２０次１号住居 完掘 長方形 ３２０×３５０ K 北西 ○ N―４５―W ７C前半～中 市内遺跡群１
５１ ２００６ 第２１次１号住居 完掘 方形 ４１０×３６５×１０ K 東 １４５ １２５ ○ N―１０６―E ９C後半 市内遺跡群３

第７表 川崎遺跡古代住居跡一覧 （単位�）
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（２）遺構と遺物

�H５１号住居跡

【位置】調査区の南側に位置する。遺跡全体の分布で

は南端に位置する。

【形状】主軸方位はN－１０６°－E、東側に竈を備える。

平面形態は方形で竈の北側に張り出し部がある。規模

は主軸方位の張り出し部まで含めて東西４．１０�、南北

３．６５�、確認面からの深さ０．１０�で、耕作による削平

が深い。竈左側の張り出しが本来の規模で、竈右側は

棚状施設の可能性もある。

【竈】住居の東側に付く。竈右側が棚状施設の場合、

竈の裾部は構築当初からロームを残し、粘土を貼り付

けている。粘土の裾部を含めた竈の規模は幅１．２５�、

奥行き１．４５�、残高０．３８�である。竈内部の幅は０．５６

�、掘り込みは床面から０．２１�を測る。

【土坑】竈右側に幅０．７０×奥行き０．５６×深さ０．２４�の

円形土坑が有り、貯蔵穴と思われる。

【周溝】竈の周囲を除いて巡る。住居北西隅の周溝が

切れているが、後世の削平の可能性がある。周溝幅２０

～４０㎝、深さ１０�前後である。

【床】竈前面の床は２．１×１．７�の範囲で硬化している。

壁際から幅１�程の床面下は、深さ０．０６�程荒掘りさ

れた上でローム混じりの黒色土を貼り、床面としてい

る。竈左側の荒掘りは、手前の荒掘りと連続しておら

ず、周溝も一旦途切れた上内側へ向かっている事から、

張り出し部分は後に拡張したと思われる。

ピットは床面に２ヶ所、周溝内に１ヶ所検出した。

�溝

調査区北側の土地境界に沿って溝を検出した。断面

形態は「V」字形を呈するが、北側の土地は段切りさ

れて一段低くなっており、溝の立ち上がりもその分低

くなっている。検出した溝の長さは１９．３�、上端幅は

５．４�以上、下端幅は０．３�、確認面からの深さ１．３９�

である。遺物は検出しなかった。

�H５１号住居出土土器（第９図１～１０）

１～６は平安時代の住居に混入した縄文土器片で、

胎土に植物繊維を含み、１～４は貝殻条痕をもつ。１

の口唇の内側に削りがある。１は子母口式の可能性が

高いが、２～５は早期後半のもの。６は条間の広い斜

縄文の小片で中期のもの。

７と８は須恵器坏、糸切り離しの底から立ち上がる

身部の口縁端が外反し、７は口径１１．９�・底径５．８�

で９世紀後半のものといえる。９は土師器の甕で頸部

が明瞭。１０は完形の土錘で中膨れの器形である。２１地

点H５１号住居の時期は７と９から９世紀後半の可能性

が高い。

１１～１３は遺構外出土。１１は植物繊維を混入する縄文

前期前半のもの。１２は須恵器底部片。１３は煙管吸口。

第８図 川崎遺跡第２１地点遺構配置図（１／３００）
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第９図 川崎遺跡H５１号住居跡（１／６０）竈（１／３０）溝（１／１００）出土遺物（１／４・１／２）
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第５章 ハケ遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

ハケ遺跡は、武蔵野台地の北東端、荒川低地に舌状

に突き出た武蔵野段丘面のいわゆる川崎台の東側付け

根に立地している。遺跡の東側は新河岸川が台地縁を

なめるように流れ、急峻な崖が形成されている。遺跡

の北は落差２�程度のゆるい斜面を形成し、小支谷が

北から入る。標高は１４～１６�を測る。遺跡の範囲は南

北３６０�、東西１６０�以上ある。宅地開発される遺跡中

央に畑が残っている。

周辺の遺跡は、舌状台地の北側に旧石器、縄文、古

墳～奈良・平安時代、中近世の川崎遺跡が隣接し、台

地続きの南東側に縄文時代前期、中期、晩期、古墳時

代の著名な上福岡貝塚、権現山遺跡がある。

１９７６年以降宅地開発等に伴う緊急調査が増加し、以

来１４ヶ所で調査が行われている。主たる時代と遺構は

縄文時代前期から後期の住居跡、古墳時代から奈良・

平安時代の住居跡・掘立柱建物跡、近世鍛冶遺構（旧

福田屋跡）である。なお、本遺跡は便宜上東西に走る

道路によって３区分され、南側からA区、B区、C区

と呼称されている。

Ⅱ ハケ遺跡C区７次調査

（１）調査の概要

調査は再開発に伴うもので、原因者より２００６年６月

７日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ野市教

育委員会に提出された。申請地は遺跡北端の台地上に

立地し、南側と東側の隣接地で住居跡を検出している

ため、申請者と協議の結果、遺構の存在を確認するた

めに試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年７月１１日から同年７月１４日まで行

った。幅約２�のトレンチ４本を設定し、重機で表土

除去後、人力による表面精査を行なった。調査の結果、

住居跡らしき遺構覆土を検出したので、さらに遺構の

深さや時期などを確認するため、一部掘り下げたとこ

ろ、縄文時代中期の住居跡２軒、奈良・平安時代の住

居跡４軒、溝等を確認した。立木のため試掘できなか

った未確認区域がのこる。特に南側には住居跡等の更

なる存在が予測される。３０～４５㎝厚の盛土があり、確

認面まで７５�を測る。なお、旧石器時代の確認調査は

していない。写真撮影・全測図作成等記録保存を行な

ったうえ埋め戻し調査を終了した。

第１０図 ハケ遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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地区
地点 所在地 調査期間

（ ）は試掘調査
面積
（�） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

A－１次 大字中福岡字遠見１２２８～２０２１ １９７６．９．１１～１６ ３０６ 個人住宅建設 古墳住居１、竪穴状遺構３、縄文土器 上福岡市遺跡調査報告書
C－１次 大字中福岡字清見１４８０番地 １９７７．８．２～２７ １７９４ 宅地造成 縄文住居５、奈良平安住居２、竪穴状遺構、土坑、炉

跡
ハケ遺跡調査会
ハケ遺跡C地区

B－１次 中福岡１２２８－４０ １９７８．８．２８～９．１０ １６５ 個人住宅建設 遺構なし、縄文中期土器片 埋蔵文化財の調査（Ⅰ）
B－２次 中福岡１１８１－２ １９７８．９．１１～２５ ３６０ 貸家建設 土坑４、炉跡１、土器 埋蔵文化財の調査（Ⅰ）
B－３次 中福岡１２２８－３７ １９７９．７．２０～３１ １６６ 土坑３、縄文土器 埋蔵文化財の調査（Ⅱ）
B－５次 大字中福岡字遠見１２２８－４６ １９８２．５．１０～１７ １６５ 溝１、縄文中期土器 埋蔵文化財の調査（Ⅴ）
C－２次 福岡３－２０６８の１，２ １９８７．４．１６～５．２９ １９００ 倉庫付住宅改築 縄文中期住居跡１１他、奈良平安住居４、堀建１ 埋蔵文化財の調査（Ⅹ）
C－３次 福岡２－２－１ １９８８．８．１５～２０ ６２７ 駐車場設置 縄文中期住居跡４、平安住居跡２ 埋蔵文化財の調査（１１）
C－試 福岡３－４－２ １９８８．１０．２４～２８ ６０ 擁壁改修工事 縄文前期住居跡１ 埋蔵文化財の調査（１１）
C－４次 旧福田屋敷地内 １９９０．６．２０～９．６

H３．１月末～継続調査予
定

５００ 旧福田屋柱礎石跡，鍛冶屋建物跡、（礎石・火処３・
物置跡・粘土貼りつけ円形小竪穴）・江戸前期～
中期長方形土坑１２・溝１・平安住居跡３・縄文中期
住居跡２、縄文後・晩期住居跡３

２年度教育要覧
市史資料編

C－６次 福岡３‐１１８９，２０５６‐２ １９９３．５．６～１８ １４１．９１ 個人住宅建設 縄文中期土坑６ 埋蔵文化財の調査（１６）
C－４次 福岡３‐２０６９‐１の一部 １９９４．６．１０～１．３１ ５４ 河岸記念館管理棟・庭造成工事 縄文中期住居跡５、土坑３０ 埋蔵文化財の調査（１７）
C－試 福岡３‐１１８４‐８ ２０００．１．２６ １００ 個人住宅建設 なし 埋蔵文化財の調査（２２）
C－７次 福岡３‐２ ２００６．７．１０～２２ ６６６ 宅地造成 縄文・奈良平安遺構検出 市内遺跡群３

住居
番号

調査
年度 調査名 調査率 平面形

（ ）は推定 規模
炉

埋甕 周溝 主軸
方位 時期 備考 文献

地床 炉体 石囲
１ １９７７ C地区１号住 １／４ （円形） ６００× ○ 加曾利 EⅡ ハケ遺跡C地区
２ 〃 C地区４号住 完掘 楕円形 （６００） ○ 加曾利 EⅠ 〃
３ 〃 C地区５号住 完掘 （方形） ４００×５００ ○ 諸磯 〃
４ 〃 C地区６号住 （完掘） ○ 加曾利 EⅢ ７住と重複 〃
５ 〃 C地区７号住 ○ ○ 加曾利 EⅠ 〃
６ １９８７ C地区２次１号住 １／３ ○ 加曾利 EⅠ 埋蔵文化財の調査Ⅹ
７ 〃 C地区２次２号住 西１／２ 隅丸台形 ○ ○ 加曾利 EⅠ 連弧文土器出土 〃
８ 〃 C地区２次３号住 完掘 楕円形 ７２０×６００ （○） ○ 加曾利 EⅡ 連弧文、曽利系多い 〃
９ 〃 C地区２次４号住 北１／２ ○ 加曾利 EⅡ 〃
１０ 〃 C地区２次５号住 ほぼ完掘 円形 ６２０ ○ 加曾利 EⅡ 〃
１１ 〃 C地区２次７号住 完掘 円形 ７００ ○ 加曾利 EⅡ 〃
１２ 〃 C地区２次８号住 完掘 円形 ○ 加曾利 EⅠ ２軒の住居の重複 〃
１３ 〃 C地区２次９号住 完掘 方形 ７２０× ○ ○ ○ 加曾利 EⅡ １０住と重複 〃
１４ 〃 C地区２次１１号住 完掘 円形 ４５０×４００ ○ 加曾利 EⅡ 〃
１５ 〃 C地区２次１４号住 完掘 円形 ６６０×６４０ ○ ○ ○ 加曾利 EⅡ ３度建替え 〃
１６ 〃 C地区２次１６号住 完掘 隅丸台形 ６７０×６５０ ○ ○ ○ 加曾利 EⅡ 〃
１７ １９８８ C地区３次１８号住 完掘 円形 ６５０ ○２ 加曾利 EⅡ １７住と重複 〃
１８ 〃 C地区３次１９号住 西２／３ 円形 ８００と５００ ○ ○ 加曾利 EⅡ ２軒の住居の重複 〃
１９ 〃 C地区３次２１号住 完掘 円形 ４６０～４８０ ○ 加曾利 EⅠ 滑石製垂飾品 〃
２０ 〃 C地区３次２２号住 西４／５ 不整円形 ７００ 加曾利 EⅡ 〃
２１ １９９０ C地区４次２３号住 １／４ （方形） 安行１ 床面から土偶 市史資料編
２２ 〃 C地区４次２４号住 西側未調査 楕円形 〃
２３ 〃 C地区４次２５号住 南東隅１／４ （円形） ５００ 加曾利 EⅡ 〃
２４ 〃 C地区４次２６号住 北東隅１／４ （楕円形） ６００ 加曾利 EⅢ古 〃
２５ 〃 C地区４次２８号住 土器片が多量に出土したため住居とした 加曾利 EⅢ 〃
２６ 〃 C地区４次２９号住 両耳壺 加曾利 EⅢ古 〃
２７ 〃 C地区４次３０号住 土器片が多量に出土したため住居とした 称名寺～堀之内 〃
２８ 〃 C地区４次３１号住 土器片が多量に出土したため住居とした 堀之内 〃
２９ 〃 C地区４次３４号住 一部 楕円形 ５６０ ○ 加曾利 EⅠ 〃
３０ 〃 C地区４次３５号住 一部 （円形） （８m×７m） ○ 加曾利 EⅢ 〃

住居
番号

調査
年度 調査名 調査率 平面形

（ ）は推定 規模
カマド

周溝 主軸
方位 時期 備考 文献

カマドK 設置壁
１ １９７６ A地区 LN０１ １／２ 隅丸方形 ４４０× K 北 ○ 鬼高 上福岡市遺跡調査報告書
２ 〃 C地区３号住 完掘 長方形 ４７０×４８０ K 北 ○ ８C ３四半期 〃
３ 〃 C地区８号住 完掘 長方形 ５６０×３８８×４４ K 北 ○ ８C ４四半期 〃
４ 〃 C地区２次６号住 完掘 方形 ３００×２８０ K 北 国分 〃
５ 〃 C地区２次１０号住 完掘 長方形 ４５０×３００ K 北 ○ ８C末 〃
６ 〃 C地区２次１２号住 完掘 長方形 ４００×３４０ K 南東 ○ ９C後半 〃
７ 〃 C地区２次１５号住 南東１／４ ○ ９C後半 〃
８ 〃 〃２次掘立柱建物 桁行４間×梁間２間 ８７０×４７０ 東面に庇 ８C中葉 〃
９ １９８８ C地区３次１７号住 完掘 長方形 ３５０×２９０ K 北東 ○ １０C初頭 埋蔵文化財の調査１１と市史資料編
１０ 〃 C地区３次２０号住 南東１／６ ８C ３四半期 〃
１１ １９９０ C地区４次２７号住 完掘 方形 ４００×３８０ 北東 ○ １０C初頭 〃
１２ 〃 C地区４次３２号住 カマドの痕跡が確認されたため住居とした １０C初頭 〃
１３ 〃 C地区４次３３号住 ほぼ完掘 方形 ３２０×３４０ ○ ８C ３四半期 カタイ金具出土 〃

第８表 ハケ遺跡調査一覧

第９表 ハケ遺跡縄文時代住居跡一覧表 （単位�）

第１０表 ハケ遺跡古代住居跡一覧表 （単位�）
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（２）遺構と遺物

検出した住居は仮番号を付し報告する。

【Ｃ区７次１号住居跡】

１トレンチで確認した。北側に竈がある。南北方向に

約３．５ｍ検出。

【Ｃ区７次２号住居跡】

２トレンチで確認した。東側に竈がある。南北方向に

約３ｍ検出。

【Ｃ区７次３号住居跡】

４トレンチで住居跡北東部の隅を確認した。

【Ｃ区７次４号住居跡】

４トレンチで円形住居跡の隅を確認した。縄文時代

【Ｃ区７次５号住居跡】

３トレンチで円形住居跡の一部を確認した。縄文時代

【Ｃ区７次６号住居跡】

４トレンチで確認した。北側に竈がある。

【溝】

溝１と溝２は調査区南側に東西方向に平行して検出。

溝３は２トレンチで南西方向に検出。溝４は３トレン

チで南北方向に検出した。

そのほか４トレンチで土坑を４基検出した。

【Ｃ区７次１号住居跡】

１号住から須恵器大甕の胴下部片と土師器胴部細片

が出土したが割愛した。甕の胎土には白色針状物質を

含む。古代の住居であるが細分は困難。

【Ｃ区７次２号住出土土器】

１は須恵器坏の口縁部細片で復原口径１２ｃｍ、焼成

はやや甘い器形と口縁の特徴から９世紀のもの。

【Ｃ区７次３号住居出土土器】

１は隆帯裾部に幅広押引文（キャタピラ文）を入れ

地文縄文の区画線には山形沈線を入れる。勝坂Ⅱ式。

２は地文条線の胴片。３は無文浅鉢片だが一部に側面

調整のある土製円板。２と３は縄文中期後半。４は土

師器甕の口縁部細片で平安時代のもの。１～３は覆土

流入品である。

【Ｃ区７次４号住居出土土器】

１は押引で沈線列をつくるが胎土に雲母を多く含み

阿玉台Ⅰ式。２は幅広押引文と三角押文のセット。勝

坂Ⅱ式。３は波状口縁深鉢で、地文縄文であり、沈線

により花弁状区画文を磨消す。加曽利ＥⅣ式である。

【Ｃ区７次５号住居出土土器】

１と２は胎土に金雲母を含みヒダ状指頭圧痕をもち、

２はゆるい波状文をもつ。１は阿玉台Ⅰｂ式新、２は

阿玉台Ⅱ式、３は複列の押引文をもつ勝坂Ⅰ式。４～

７はキャタピラ文又は三角押文をもつ勝坂Ⅱ式。８は

全面縄文、９は条間の広い縄文の胴部片。１０は地文撚

糸の区画文口縁部。１１は文様帯部分。１２は頸部無文帯

部分。１３と１４は貼付隆帯で垂下文をもつ。１０～１４は加

曽利ＥⅠ新式。１５と１６は地文縄文で沈線による懸垂文

をもつ加曾利ＥⅠ新式新相。１７～２０は地文縄文で２１は

弧状磨消をもつ。２２と２３は地文条線で２３は連弧文。１７

～２３は加曾利ＥⅡ式とＥⅢ式。２６は表に条線、口縁裏

に複式の沈線のある加曽利Ｂ式。住居の時期は不明。

【Ｃ区７次６号住居出土土器】

１は地文縄文の上に半裁竹管文を施した諸磯式。２

は押引文を多用し胎土に金雲母を含む。３は地文縄文

で太い隆帯上に円形刺突文を密に施文するが時期不明。

４は地文縄文に幅広磨消文をもつ。５は４と同巧の底

部。６は須恵器坏で淡灰色を呈し、復原口径１２ｃｍ。

口唇直下の内外にゆるい段がある。９世紀代のもの。

【Ｃ区７次遺構外出土遺物】

１は胎土に繊維を含む沈線文土器で早期中葉。２は

羽状縄文で胎土に繊維を含む前期前半。３は地文条線

で斜位の刻みを加えた隆帯をもつ諸磯ｂ式。４は地文

条線で刺突浮線をもつ諸磯ｃ式。５は口縁下に押引文

列をもつ勝坂Ⅰ式。６は連続矢状押文列をもち、７と

８は胎土に金雲母を含み押引波状文を入れる阿玉台Ⅱ

式。９～１２は幅広押引文と三角押文をセットとする勝

坂Ⅱ式。１０は区画隆帯の裾と区画内にかかる押引文を

多用する。１３は全面縄文、１４は波状口縁深鉢で円形刺

突文をめぐらす。１５は突引文・沈線文をもつ勝坂Ⅲ併

行期のもの。１６は沈線を地文とし、半載竹管による隆

帯で区画した口縁部片で、加曾利ＥⅠ新式。１７は地文

縄文で沈線の懸垂文をもつ。１８は頸部無文帯をもち沈

線の懸垂文をもつ加曾利ＥⅠ新式新相のもの。１９と２０

は地文縄文で弧状磨消をもつ加曽利ＥⅢ式のもの。縄

文時代の数時期の細片を割愛した。２１はホルンフェル

ス製の打製石斧、２２は頁岩製の打製石斧で刃部を欠く。
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第１１図 ハケ遺跡C区７次調査区域図（１／３００）土層図（１／１５０）
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第１２図 ハケ遺跡C区７次２～６号住居跡・遺構外出土遺物（１／４）
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第６章 滝遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

滝遺跡は、武蔵野台地の北東端、荒川低地に舌状に

突き出た武蔵野段丘面の台地東側をおりた一段低い立

川段丘面の縁に立地している。「滝」の地名は、近年

までこの段丘上から滝が落ちていたことに由来する。

北西側は段丘面、北東側は新河岸川を挟んで荒川低地

の沖積地と接し、南側は排水溝として利用される緩や

かな小支谷を流れる旧清水に挟まれ、標高９～１２�前

後の微高地を形成する。遺跡の範囲は南北２５０�、東

西５００�以上ある。宅地開発されるが部分的に畑が残

っている。

周辺の遺跡は、北西側の段丘上に縄文時代前期、中

期、晩期、古墳時代の遺跡である著名な上福岡貝塚遺

跡と権現山遺跡群が新河岸川沿いに並び、旧清水を挟

んだ南側には、縄文、飛鳥時代、中近世の長宮遺跡が

広がる。

１９７６年以降宅地開発等に伴う緊急調査が増加し、遺

跡の谷口に当たる旧丸橋遺跡（１９８１年の変更増補で滝

遺跡と合併）で古墳時代前期と後期の住居跡を検出以

来１９ヶ所で調査が行われている。主たる時代と遺構は

縄文時代早期・前期の土坑、古墳時代から奈良・平安

時代の住居跡、近世段状遺構である。なお、本遺跡の

第３・５・９～１１次調査は権現山遺跡の範囲に入って

いるため、今後本遺跡では欠番とし、権現山遺跡１・

２・５～７地点とする。

第１３図 滝遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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Ⅱ 滝遺跡第１２地点

（１）調査の概要

調査は再開発に伴うもので、原因者より２００７年１月

１９日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ野市教

育委員会に提出された。申請地は遺跡北端の台地上に

立地し、南側と東側の隣接地で住居跡を検出している

ため、申請者と協議の結果、遺構の存在を確認するた

めに試掘調査を実施した。

試掘調査は２００７年２月６日に行った。幅約２�のト

レンチ３本を設定し、重機で表土除去後、人力による

表面精査を行なった。調査の結果、しみ状の暗褐色土

プランを数ヶ所検出したが、確認したところ自然の窪

みであった。確認面まで４５�を測る。なお。旧石器時

代の確認調査はしていない。遺構・遺物の検出がなか

ったため写真撮影・全測図作成等記録保存を行なった

うえ埋め戻し調査を終了した。

地
点 所在地 調査期間

（ ）は試掘調査
面積
（㎡） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収

報告書 備考

１次 滝２－６－１１ １９７８．１０．２～１３ １２９ 住居跡１、土師器 埋蔵文化財の調査（Ⅰ）

２次 滝１－４－２ １９７９．４．１５～５．７ ２７８ 幼稚園のプール建設 住居跡５、周溝、土坑、長甕、土器 埋蔵文化財の調査（Ⅱ）

３次 滝１－４－１５ １９８０．６．２７～７．３ ７６ 権現山遺跡１地点に変更。欠番とする。 埋蔵文化財の調査（Ⅲ） 権現山遺跡へ変更

４次 滝１－４－１５ １９８０．７．７～１２ １０５ 遺構なし、平安土師器片 埋蔵文化財の調査（Ⅲ）

５次 滝１－３－２１ １９８０．７．２０～３１ ３３０ 権現山遺跡２地点に変更。欠番とする。 埋蔵文化財の調査（Ⅲ） 権現山遺跡へ変更

６次 滝３－３－６ １９８０．１１．２０～１２．２ １６６ 縄文土拡、奈良住居跡２、縄文早期土器、石
器、奈良土器他

埋蔵文化財の調
査（Ⅲ）

７次 滝１－１－１９ １９８１．７．３０～３１ ４００ 個人住宅建設 遺構なし、縄文土器片 埋蔵文化財の調査（Ⅳ）

８次 滝３丁目３－１５他 １９８３．１１．１４～２６ ９９０ 住宅建設 古墳住居２ 埋蔵文化財の調査（Ⅵ）

９次 滝１－４－４ １９８４．５．１１～２２ ４６６ 住宅建設 権現山遺跡５地点に変更。欠番とする。 埋蔵文化財の調査（Ⅶ） 権現山遺跡へ変更

１０次 滝１－３－１７ １９８４．６．１～１２ ３６３ 住宅建設 権現山遺跡６地点に変更。欠番とする。 埋蔵文化財の調査（Ⅶ） 権現山遺跡へ変更

１１次 滝１－４－２ １９８４．６．２８～３０ ３３．１２ 物置建設 権現山遺跡７地点に変更。欠番とする。 埋蔵文化財の調査（Ⅶ）

１２次 滝１－４－２ １９８４．１２．２２～２４ ９４ 住宅建設 なし 埋蔵文化財の調査（Ⅶ）

１９９２年度
試掘（１） 滝１‐２‐１４の一部 １９９２．７．６～８ ４００ 倉庫建設 なし 埋蔵文化財の調査（１５）

１９９３年度
試掘（１） 滝１‐１‐４ １９９３．４．２３～２８ ３１３．０８ 共同住宅建設 なし 埋蔵文化財の調査（１６）

１９９３年度
試掘（２） 滝２‐２‐７ １９９３．８．２５ ９９ 個人住宅建設 なし 埋蔵文化財の調査（１６）

１９９５年度
試掘（１） 滝１‐３‐１３ １９９５．１１．２７～３０ ４６２ 共同住宅建設 権現山遺跡１４地点に変更。欠番とする。 埋蔵文化財の調査（１８）

１９９９年度
試掘（１） 滝１‐１‐６ １９９９．１０．２１～２６ ５１１．０９ 宅地造成（土地分譲） なし 埋蔵文化財の調査（２２）

２０００年度
試掘（１） 滝２‐５‐２０ ２００１．１．２３～２４ １５４．７ 個人住宅建設 なし 埋蔵文化財の調査（２３）

２００１年度
試掘（１） 滝２‐２‐８ ２００１．４．１７～２０ ５１９．６４ 共同住宅建設 奈良初頭住居跡１ 埋蔵文化財の調査（２４）

２００２年度
試掘（１） 滝１‐３‐４９ ２００２．５．２９～３０ １６５ 個人住宅建設 権現山遺跡１７地点に変更。欠番とする。 埋蔵文化財の調査（２５）

２００５年度
試掘（１） 滝３‐３‐５，３‐１４３ ２００５．６．２４～２７ ３５０ 個人住宅建設 なし 市内遺跡群１

現地立会 滝１‐４‐１，２６，２７ ２００６．４．１５ ２４９２ 幼稚園 なし

１２ 滝２‐５‐３の一部、５、４の一部 ２００７．２．６ ４７２ 個人住宅建設 なし 市内遺跡群３

１３ 滝２丁目２－６ ２００７．１０．２４～１１．１ 共同住宅建設

１４ 滝２丁目５番１１，１７ ２００７．１１．８～１９ ６９２ 専用住宅４棟建設

第１１表 滝遺跡調査一覧表

第１４図 滝遺跡第１２地点調査区域図（１／３００）
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第７章 長宮遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

長宮遺跡は、武蔵野台地の北東端、荒川低地に舌状

に突き出た武蔵野段丘面の台地東側をおりた一段低い

立川段丘面に立地している。この低位の段丘面には

「熊の山」と呼ばれた山林を湧水源とする清水が流れ

（現在は排水溝として利用）、幅１００�ほどの緩い小支

谷を形成し、清水の北側に滝遺跡、南側に長宮遺跡が

分布する。北東側は荒川低地の沖積地と接し、５００�

南側には福岡江川が流れ、標高９～１０�前後の微高地

を形成する。遺跡の範囲は南北３００�、東西５００�以上

ある。宅地開発されるが部分的に畑が残っている。

遺跡の西には長宮氷川神社があり、この神社の縁起

伝承には「長宮千軒町」として繁盛したが戦国期に壊

滅した旨が記されている。周辺の遺跡は、北側に縄文

時代早前期、古墳時代前後期から奈良・平安時代の遺

跡である滝遺跡、南側には、飛鳥・奈良・平安時代、

中近世の松山遺跡が接する。

１９７７年の保育園建設に伴う緊急調査で中世の屋敷地

と思われる遺構群を検出したのをはじめ、宅地造成な

どにより５２ヶ所で調査が行われている。主たる時代と

遺構は縄文時代早期後葉から前期・中期・後期前葉ま

での集落跡、南側の松山遺跡寄りに飛鳥時代の住居跡、

中世末近世初頭の屋敷跡や長宮氷川神社参道に関係の

ある溝跡などである。

第１５図 長宮遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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Ⅱ 長宮遺跡第２５地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅建設に伴うもので、原因者より２００７

年１月２４日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ

野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡北東に立

地し、西側の隣接地で縄文時代の遺物を検出している

ため、申請者と協議の結果、遺構の存在を確認するた

めに試掘調査を実施した。

試掘調査は２００７年２月１５日から同１６日に行った。２

×２�のグリッドを５ヵ所設定し、人力で表土除去し

表面精査を行なった結果、暗褐色土プランを数ヶ所検

出したためさらに掘り下げたところ、時期不明のピッ

トであった。確認面まで７０～８０㎝を測る。旧石器時代

の確認調査は行っていない。検出遺構を調査し写真撮

影・遺構測量等記録保存を行なったうえ埋め戻し、調

査を終了した。

地
点 所在地 調査期間

（ ）は試掘調査
面積
（㎡）調査原因

確認された
遺構と遺物 所収報告書

１
次 長宮２―１―２３ １９７７．１０．３

～３０ １０００ 保育園
建設 溝３、土坑４８、柱穴 川崎遺跡（第３

次）・長宮遺跡
２
次 長宮２―１―２７ １９７８．４．２５

～５．１５ ２３５ 民間宅地建設
溝２、土坑１、石磨臼、板碑、
砥石、古銭、陶器、馬の骨 埋（Ⅰ）

３
次 長宮２―５―１１ １９７８．７．２４

～３０ １１１ 民間宅地建設 土坑１ 埋（Ⅰ）

４
次 長宮１―１―１４ １９７８．１０．６

～９ ３７ 住居跡１、土師器、
須恵器、鉄製品 埋（Ⅰ）

５
次 長宮２―５―２ １９７９．４．１６

～２０ １１０ 縄文前期住居１、縄
文土器片 埋（Ⅱ）（Ⅳ）

６
次 中丸１―４―１３ １９８０．４．２１

～３０ ５１５ 遺構なし，中世以
降陶器片 埋（Ⅲ）

７
次 中丸１―３―６ １９８０．５．１３

～３１ ８６９ 溝、井戸跡、縄文土
器、中世以降陶器片 埋（Ⅲ）

８
次
長 宮２―１―１０
～１３

１９８０．９．８
～１０．８ １９００ 宅地造成 中世溝、井戸、土拡、板碑、

砥石、陶磁器、古銭、馬歯 遺調１集

９
次 長宮１―４―１０ １９８０．９．２１

～３０ ２００ 遺構なし、中世以
降陶器片 埋（Ⅲ）

１０
次 長宮２―３―４ １９８０．１２．５

～１５ ４８５ 溝、土拡他、縄文前期土器・
石器、中世以降古銭・陶器 埋（Ⅲ）

１１
次 長宮２―２―１０ １９８０．１２．１６

～２２ １１７ 溝、縄文土器片、中
世以降陶器 埋（Ⅲ）

１２
次 長宮１―２―７ １９８１．５．２６

～３０ １６０ 個人住宅建設
溝１、中世陶器片、
縄文土器片 埋（Ⅳ）

１３
次 長宮１―２―１３ １９８１．６．３

～１１ ２５１ 個人住宅建設
遺構なし、中世陶
器片 埋（Ⅳ）

１９８２
試 長宮１―２―１２ １０００ 歴史民俗

資料館建設溝２ ５７年教

１４
次 長宮２―２―１ １９８５．９．２４

～２７ １５６ 個人住宅建設 溝１ 埋（Ⅷ）

１５
次 西原２―５―８ １９８５．１０．２２

～３１ １１６ 個人住宅建設 なし 埋（Ⅷ）

１９８５
試 長宮１―２―１１ １９８６．３．６

～１５ ４００ 学童保育室建設 溝２ ６０年教

１６
次 長宮１―４―７ １９８６．６．９

～１７ １７３ 個人住宅建設 縄文土器片 埋（Ⅸ）

１７
次 中丸１―３―１１ １９８７．６．１９

～３０ ５０４ 個人住宅建設 縄文前期土器散布 埋（Ⅹ）

１９８８
試 長宮１―３―８ １９８８．９．１３

～１６ ６５７ 住宅建設 なし 埋（１１）

１９８９試
（１） 長宮１―３―９ ９．２０～３０ ４４８ 住宅建設 なし 埋（１２）

１９８９試
（２） 長宮２―５―１９

１９８９．１１．１４
～２４ １７７８ 住宅建設 なし 埋（１２）

１９９０
試 長宮２―５―４ １９９０．１１．２７

～３０ ９１９ 共同住宅建設 なし 埋（１３）

１８
次 長宮２―５―３ １９９２．１０．６

～１２．２ ９２５ 共同住宅建設
縄文住居跡１，中近
世土坑２、溝跡５ 埋（１５）

１９
次
長宮
１―２―２１，３５

１９９３．１２．１７
～１．２２ ４６７ 駐車場

敷設 古墳末期住居跡１ 埋（１５）

１９９３
試
長宮２―４―２の
一部

１９９４．２．１０
～２８ １５０１．５４ 共同住宅建設

溝跡２、土坑１、中世
後期板碑 ５年教

１９９４
試 西原２―５―１ １９９４．７．２５

～８．２ ３１４心身障害者デイケア施設の建設 断面函形溝１ 埋（１７）

２０次長宮２―１―２２の一部
１９９５．４．１０
～５．９ １６９．５９ 個人住宅建設 中近世溝４ 埋（１８）

２１次長宮２―１―６３，６５
１９９５．６．１９
～８．８ ３６０．９４ 個人住宅建設 中近世溝１、井戸７ 埋（１８）

１９９５試
（１）
長宮２―１―２０
外

１９９５．８．９
～２８ ４２１ 市道敷設 なし 埋（１８）

１９９５試
（２）
上ノ原３―１―６
外４筆

１９９５．１０．４
～１２ １５２８ 共同住宅建設 溝１ 埋（１８）

１９９５試
（３） 長宮２―１―６０

１９９５．１０．２３
～２５ ２６９ 駐車場

敷設 中近世溝１、井戸４ 埋（１８）

２２次長宮２―１―６０ １９９５．１０．２７
～１１．９ ２６９ 駐車場

敷設
中近世井戸跡４、溝１、陶
器、板碑破片、かわらけ、 遺調６集

地
点 所在地 調査期間

（ ）は試掘調査
面積
（㎡）調査原因

確認された
遺構と遺物 所収報告書

１９９５試
（４） 長宮１―３―１３

１９９５．１２．１２
～２５ １２０ 駐車場

敷設 なし 埋（１８）

１９９６試
（１） 長宮１―２―１６

１９９６．７．１２
～１８ ３４８．５２ 宅地造成 なし 埋（１９）

１９９６試
（２）
中丸２―２―９
他３筆 １９９６．１１．７ ５６８ 宅地造成 なし 埋（１９）

１９９６試
（３） 長宮１―２―４

１９９７．１．１４
～２１ ７９４．１６ 共同住宅建設 古墳～奈良住居１ 埋（１９）

１９９６試
（４） 長宮２―２―４ １９９７．２．２４ ２０４．７８ 社務所

改築 なし ８年教

１９９７試
（１） 長宮２―３―３

１９９７．４．８
～９ ６１１ 農地

天地返し 溝１（時期不明） 埋（２０）

１９９７試
（２） 長宮２―１―２

１９９７．４．９
～１１ ２８９ 個人住宅建設 土坑１（時期不明） 埋（２０）

１９９７試
（３）
長宮
１―２―３６，３７

１９９７．６．４
～５ ４２３．３３ 駐車場

建設 溝１（時期不明） 埋（２０）

１９９７試
（４） 西原２―５―６

１９９７．８．１５
～２１ ７５３ 駐車場

建設 中近世竪穴状遺構１ 埋（２０）

１９９８
試 中丸１―２―４ １９９８．１１．２４

～２７ １０１４ 宅地造成 なし 埋（２１）

１９９９
試 中丸１―３―１２ １９９９．１１．８

～１６ ９８ 個人住宅建設
溝１（時期不明）、縄
文前期集石２ 埋（２２）

２０００試
（１） 中丸１―４―７

２０００．７．４
～１１ ９３２ 宅地造成

（土地分譲）
縄文前期（関山期）
住居跡５、土坑１３ 埋（２３）

２０００試
（２） 西原２―４―８，１０

２０００．７．１７
～２４ １０８１ 宅地造成

（土地分譲）なし 埋（２３）

２０００試
（３） 長宮２―１―１７

２０００．８．２１
～２３ ６８７ 共同住宅建設 なし 埋（２３）

２０００試
（４）
長宮
１―３―３A，４A

２００１．１．１７
～２３ １１１８．９ 宅地造成

（土地分譲）近世以降土坑１ 埋（２３）

２３
次 中丸１―４―７ ２００１．７．１８

～２６ １３７．０１ 個人住宅建設
土坑６（縄文早期後葉１、
縄文前期４、近世以降１） 埋（２４）

２００１試
（１） 長宮２―１―３

２００１．４．２０
～２４ ３３０ 個人住宅建設 なし 埋（２４）

２００１試
（２） 西原２―４―７ ２００１．５．２５ ６３４ 共同住宅建設 なし 埋（２４）

２００１試
（３） 中丸１―１―３

２００１．８．７
～２４ ５１３ 共同住宅建設

道路状遺構１、縄文
前期土坑１ 埋（２４）

２００１試
（４） 長宮２―８―６ ２００１．１１．６ １３０ 個人住宅建設 なし １３年教

２００２試
（１）
長宮
１―３―２～５

２００２．６．５
～１１ ３５３６ 宅地造成

（土地分譲）
竪穴住居跡２
【盛土保存】 埋（２５）

２００２試
（２） 長宮１―４―３

２００２．６．２０
～７．２ ５７５遺構の所在確認調査 竪穴住居跡２、溝２ 埋（２５）

２００２試
（３） 中丸１―１―５

２００２．９．３
～１１ ６２２ 宅地造成

（土地分譲）道路状遺構１ 埋（２５）

２００２試
（４） 長宮１―３―３１

２００２．９．２０
～２５ ３６２．１９ 地区計画道路敷設 溝１ 埋（２５）

２４
次 長宮１―４―３ ２００３．１．３０

～２．１４ ７２ 個人住宅建設 竪穴住居跡２ １４年教

２００２試
（５） 長宮２―５―６

２００３．３．１０
～１２ ８２７ 宅地造成 竪穴住居跡１

【盛土保存】 １４年教

２００３試
（１）
長宮
２―５―３０，３２ ２００３．９．１６ １９６．６４ 地区区画道路設置 なし 埋（２６）

２００３試
（２） 長宮２―４―７

２００３．１２．１６
～１８ １１２３ 宅地造成 井戸跡１ 埋（２６）

２００４試
（１） 中丸１―１―１１ ２００４．１１．２６ ４８８ 宅地造成 なし 埋（２７）

２００４試
（２） 長宮１―２―１５

２００４．１２．７
～９ ４６６ 農地改良 なし 埋（２７）

２５ 中丸１―４―８ ２００７．２．１５
～１６ １１６１ 個人住宅建設 縄文遺構検出 市内３

２６ 西原２丁目５番２の一部 ２００７．３．２８ ５９４ 個人住宅建設 市内３

２７ 長宮２丁目１番４
２００７．５．３０
～３１ １７４．５８ 個人住宅建設

２８ 長宮２丁目１番８
２００７．５．３１
～６．５ １８８ 個人住宅建設

確認
調査
西原２丁目
５―３１

２００７．１０．１５
確認調査 １１９．５８ 確認調査 保護層有り立会

２９ 長宮２丁目４―６の一部
２００７．１１．２０
～１２．４ ６１８ ２階建

集合住宅

第１２表 長宮遺跡調査一覧表

※埋＝埋蔵文化財の調査、遺調＝遺跡調査会報告書、教＝教育要覧、市内＝市内遺跡群
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第１６図 長宮遺跡第２５地点調査区域図（１／３００）ピット（１／６０）
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№ 平面形態 確認面 底面 深さ 備考

１ 円形 ３２×２８ １６×１４ １５

２ 円形 ３２×３０ ６×５ ３７

３ 円形 ３４×３０ ２５×２０ ３３

（２）遺構と遺物

【ピット】遺構に伴う出土遺物はない。

第１３表 長宮遺跡第２５地点ピット一覧表 （単位㎝）

【出土遺物】（第１８図上）グリッド４の表土から縄文

土器、グリッド３の表土から近世遺物を検出した。

１～１４のすべてが胎土に繊維を含む。１～４は表裏

共に貝殻条痕文、５～１１は擦痕文をもつが植物繊維押

圧文で、１２と１３は磨減著しいが素撚りの縄文を地文と

する。１４は丸底の破片である。縄文早期後半から縄文

前期前半で、細片のため割愛した１８片もこの類。

１５～２１は近世遺物。２２はチャート製ドリル。（第１４表）

Ⅲ 長宮遺跡第２６地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅建設に伴うもので、原因者より２００７

年２月２６日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ

野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡南西に立

地し、北側の隣接地で平安から中世の竪穴状遺構を検

出している。申請者と協議の結果、遺構の存在を確認

するために試掘調査を実施した。

試掘調査は２００７年３月２８日に行った。２×２�のグ

リッドを６ヵ所設定し、人力で表土除去し表面精査を

行なった結果、しみ状の暗褐色土プランを数ヶ所検出

したが、確認したところ自然の窪みであった。確認面

まで４０㎝を測る。旧石器時代の確認調査は行っていな

い。検出遺構を調査し写真撮影・遺構測量等記録保存

を行なったうえ埋め戻し、調査を終了した。

【出土遺物】（第１８図下）表土から縄文土器を検出した。

１～３の胎土には大量の植物繊維を含む。１は沈線

と刺突をもつ。２の一部に条痕文の痕跡がある。３は

剥離が著しい。１～３は縄文早期後半のもの。４は硬

質で青海状の同心円文があるが、時期は全く不明。

№ 種別・器種 口径・長 底径・幅 器高・厚 技法／文様／その他 推定生産地 推定年代 残存・備考

１５ 磁器・碗・端反碗 （１０．０）（４．６） ６．０
ロクロ成形／染付。外面笹文。底裏銘有り。内面見込
みに鳥。

瀬戸・美濃 １８１０～１８２０年代 １／２以上残存

１６ 陶器・碗・薄茶碗 （１２．０）（４．０） ４．１ ロクロ成形／灰釉。見込みに呉須と鉄絵で梅文。 瀬戸・美濃 １７４０～１８００年代 １／４以下残存

１７ 土器・火鉢 火鉢の把手、獅子頭。横に耳環用の穿孔がある。 在地 把手破片

１８ 土器・焙烙 （４０．４）（３７．６） ４．９
紐作り成形、外面口縁部横撫で、内耳粘土紐を貼付
け。底裏地縮目／赤色粒子、白色粘土がマーブル状
に混入。／補修用の穿孔６ヵ所あり。

在地 近世 １／２以下残存

１９ 土器・焙烙 （３６．０）（３３．２） ４．９
紐作り成形、外面口縁部横撫で、底裏地縮目／赤色
粒子、白色粘土がマーブル状に混入。

在地 近世 １／４以下残存

２０ 石製品・砥石 ９．９ ２．７ ２．１
表裏側４面砥面。鰹節状に端部が磨り減る。裏面と
側面に櫛目状タガネ痕。

凝灰岩
上下裏面
破損

２１ 石製品・砥石 ６．５ ４．０ ０．９ 表裏２面砥面。 凝灰岩 上下裏面破損

２２ 石器・ドリル ３．９ ２．７ ０．８ ７．３g チャート 縄文

第１４表 長宮遺跡第２５地点出土遺物観察表 （単位�）

第１７図 長宮遺跡第２６地点調査区域図（１／３００）土層図（１／６０）
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第１８図 長宮遺跡第２５・２６地点出土遺物（１／４・２／３）
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第８章 亀居遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

亀居遺跡は、入間川の支流新河岸川に注ぐ福岡江川

の谷頭部に位置している。標高２５～２６�で現谷底との

比高差は５�を測る。本遺跡をのせる北側の台地は急

傾斜をなすが、対岸の南側は緩やかな斜面を形成して

いる。遺跡の時期は、旧石器時代及び縄文時代中期前

葉で、特に後者は周辺では類例の少ない単一集落であ

る。江川南遺の立地とあわせて台地の奥に形成された

中期前葉の遺跡のあり方として特異な様相が窺える。

遺跡周辺は、土地区画整理事業により区画道路が縦横

にとりつけられ、宅地化が進んでいる。

１９７７年の最初の調査から２００７年３月現在まで６２地点

で調査され、縄文時代中期前半の住居跡１６軒、屋外埋

甕２基、集石土坑９９基、土坑、ピット多数が確認され

ている。

遺物は阿玉台式、勝坂式土器が主体で一部五領ヶ台

上層期の土器片も出土している。

Ⅱ 亀居遺跡第６１地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅の建設に伴うもので、原因者より

２００６年９月８日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が市

教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の中央部

に位置し、隣接地からは縄文時代の集石、土坑、ピッ

ト等遺構が多数検出しているため、申請者と協議の結

果、遺構の存在を確認するため試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年１０月４日に行った。幅約２�のト

レンチ２本を設定、重機で表土除去後、人力による表

面精査を行なった結果、住居跡、土坑等を確認した。

確認面まで５０～６０�を測るが、土壌改良のため遺構確

認面まで掘削を行うことから本調査をすることとした。

本調査は２００６年１０月１０日から同年１０月１３日まで行な

った。住居跡、土坑の範囲を重機で表土除去後、人力

による調査を行なった。調査の結果検出した遺構は縄

文時代中期の住居跡１軒、集石２基、土坑１基、ピッ

トである。写真撮影・遺構測量等記録保存を行ない、

重機で埋め戻し調査を終了した。

第１９図 亀居遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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地
点 所在地

調査期間
（ ）は
試掘調査

面積
（㎡）

調査原因
遺構と遺物

所収報告書
住居 集石土坑 土坑 ピット 屋外埋甕

１ 亀久保１００１ １９７２ １５５ 農地転用 遺構なし
町史資料編Ⅰ、
調査会報告８
集

２ 亀久保１００５ １９７３ ３５０ 農地転用 遺構なし

３ 鶴ヶ岡１６１―１ １９７９．１１～１２ ７５０ 区画整理 ２ １ ６ １
東部遺跡群
Ⅰ、調査会
報告８集

４ 鶴ヶ岡２―２ （１９８４）試掘 区画整理 遺構なし

５ 鶴ヶ岡２―４―３ （１９８４）試掘 区画整理 １

６ 亀久保１０００ １９８５ ９１４ 区画整理 ７ ４ ３０ 東部遺跡群
Ⅵ

７ 亀久保９９９ １９８６．８ ２，７４０ 区画整理 ２ ７ ８４ １３８ 調査会報告
８集

８ 亀久保１００１ １９８６．８ １８１ 個人住宅 ２ ３ １１ 東部遺跡群
Ⅶ

９ 亀久保９８９―１ （１９８６．９）
試掘 住宅建設 遺構なし

１０ 亀久保１０１０―１ １９８６．１０ ６５０ 区画整理 １ ２０ １７ 調査会報告
８集

１１ 亀久保１０１１―３ １９８７．１０．１３
～１１．１３ ３８９ 個人住宅 ２ ７３ 東部遺跡群

Ⅷ

１２ 亀久保１０１１―１ １９８７．１１．１６
～１２．１６ ３８７ 個人住宅 １ ４８ １ 東部遺跡群

Ⅷ

１３ 亀久保１００７―３ １９８８．８ ２４２ 区画整理 ２ 調査会報告
８集

１４ 亀久保９９９―４ （１９８８．７．２２
～８．３） １６５ 個人住宅 遺構なし 東部遺跡群

Ⅸ

１５ 亀久保１００７ （１９８９．２）
試掘 個人住宅 遺構なし 東部遺跡群

Ⅸ

１６ 亀久保１００７ （１９８９．２） ４５ 個人住宅 遺構なし 東部遺跡群
Ⅸ

１７ 亀居９９５―３ １９８９．９．１４
～９．１８ １１２ 個人住宅 ３ ８ 東部遺跡群

Ⅹ

１８ 県道拡幅 １９９０．３ ２１０ 区画整理 遺構なし 東部遺跡群
Ⅹ

１９ 亀居１００７ １９９０．３．１２
～３．２６ ６１３ 個人住宅 遺構なし 東部遺跡群

Ⅹ

２０ 亀久保１００１―３ １９９０．５．２１
～５．２５ １１８ 個人住宅 １ 東部遺跡群

ⅩⅠ

２１ 未調査

２２ 未調査

２３ 亀久保１００１―１４・１５
１９９０．９．３

～９．１０ １６０ 個人住宅 １０ 東部遺跡群
ⅩⅠ

２４ 亀久保９９５―４ １９９０．１２ １，３２４ 区画整理 １ ３ 調査会報告
８集

２５ 亀久保９９５―７ １９９１．３．１２
～３．１６ １６２ 個人住宅 遺構なし 町内遺跡群

Ⅰ

２６ 亀久保１００１―１４ １９９１．２．１４
～３．１５ ２５９ 個人住宅 ２ ６０ 町内遺跡群

Ⅰ

２７ 亀久保９９５―２ １９９１．５ ２４９ 個人住宅 ５ 町内遺跡群
Ⅰ

２８ 亀久保９９５―６ １９９１．１．２４
～２．１ ４７５ 個人住宅 ６ 東部遺跡群

ⅩⅠ

２９ 亀久保９９２―２ １９９１．７ ９２５ 集合住宅 １ ２ ３６ 調査会報告
３集

３０ 亀久保１００７―３，１００８―３ １９９１．７ １１６ 個人住宅 遺構なし 町内遺跡群
Ⅰ

住居
番号 調査率 平面形

（ ）は推定 規模
炉

埋甕 拡張 壁溝 備考 時期 文献
地床 埋設 石囲

１号 完掘 楕円形 ６８０×４４５×４０ ○ ② 有 テラス状入口有 阿玉台Ⅰ b古 東部遺跡群Ⅰ
調査会報告８集

２号 ９５％ 楕円形 ６５０×５３０×４０ ○ ○ 有 南東端未掘 阿玉台Ⅱ古 調査会報告８集
３号 ９０％ 隅丸台形 ４７８×４１０×２５ ○ ○ 北東部一部未掘 阿玉台Ⅱ新 調査会報告８集
４号 ９５％ 楕円形 ４１５×３６２×３０ ○ ○ 北端部区域外 阿玉台Ⅱ新 調査会報告８集
５号 完掘 楕円形 ４１５×３６０×３０ ○ ○ テラス状入口有 阿玉台Ⅰ b古 町内遺跡群Ⅲ
６号 完掘 円形 ４４６×４２５×２０ ○ ② 有 テラス状入口有 勝坂Ⅱ新 調査会報告８集
７号 ９８％ 楕円形 （５２０×４７０） ○ ○ 床面全面的に削平 阿玉台Ⅰ b新 調査会報告８集
８号 完掘 楕円形 （４４０×３５０） ○ ○ 床面北半削平 阿玉台Ⅰ b新 調査会報告８集
９号 完掘 不整円形 ４８０×４７０×３０ ○ ○ 柱穴内埋設土器 阿玉台Ⅱ古 調査会報告８集
１０号 完掘 楕円形 ５２０×４４５×３２ ○ テラス状入口有 阿玉台Ⅰ b古 町内遺跡群Ⅱ
１１号 完掘 楕円形 ４８２×３３８×３０ ○ ○ 有 テラス状入口有・貼床 勝坂Ⅱ古 調査会報告８集
１２号 完掘 楕円形 ４６３×３９０×２５ ○ ○ 阿玉台Ⅱ古 調査会報告８集
１３号 ３０％ （円形） （３８０×？×４０） ○ 未掘 覆土の土器量多い 勝坂Ⅰ古 町内遺跡群Ⅶ
１４号 完掘 楕円形 ４２５×３７０×２０ ○ ○ 有 勝坂Ⅰ新 調査会報告１８集
１５号 完掘 楕円形 ４８６×４００×３０ ○ ○ 有 床面中央部撹乱 勝坂Ⅰ新 調査会報告１８集
１６号 ２５％ （楕円形） （調査区域外）×５０ ○ ○ 埋設時に口縁はめ込む 阿玉台Ⅱ古 市内遺跡群３

地
点 所在地

調査期間
（ ）は
試掘調査

面積
（㎡）

調査原因
遺構と遺物

所収報告書
住居 集石土坑 土坑 ピット 屋外埋甕

３１ 亀久保９９５―２・７ １９９１．９ １９７ 個人住宅 遺構なし 町内遺跡群
Ⅰ

３２ 亀久保１００８―１ １９９１．１２．３
～１２．９ １１５ 個人住宅 ６ 町内遺跡群

Ⅰ

３３ 亀久保１０１１―７ １９９１．１２
～１９９２．４ ９９８ 個人住宅 １ ３ ４２ 町内遺跡群

Ⅱ

３４ 亀久保９５５―２ （１９９２．２．１３） ６３４ 個人住宅 遺構なし 町内遺跡群
Ⅰ

３５ 亀久保１０１２―７ １９９３．９．２８
～１１．５ ４７０ 個人住宅 １ ２ ７ ５６ 町内遺跡群

Ⅲ

３６ 鶴ヶ岡１―２―２ （１９９４．２．１７
～２．１８） ７９８ 礼拝所建設 １ 落し

穴１
町内遺跡群
Ⅲ

３７ 亀久保１００３―２・６他
１９９４．２．１８

～２．２５ ５６６ 店舗併用住宅 １ １３ 町内遺跡群
Ⅲ

３８ 鶴ヶ丘２―１―１，２―２―１
（１９９４．８．２２

～８．３０）
１９９４．９

３，１６２ 店舗 ３７ ２１ ２９ 落し
穴２

調査会報告
８集

３９ 亀久保１００８―５ （１９９４．８．２６
～８．２９） ３４２ 駐車場造成 １ ５ 炉穴４ 町内遺跡群

Ⅳ

４０ 亀久保１０１２―５他 １９９５．５ ３８０ 道路築造 遺構なし 調査会報告
８集

４１ 亀久 保９９５―２３・２４ 他
１９９５．５．３１

～８．４ ５３０ 道路築造 １ ６６ 調査会報告
８集

４２ 鶴ヶ岡１―３―１４ （１９９５．７．１１
～７．１８） １９６ 歯科医院建設 遺構なし 町内遺跡群

Ⅴ

４３ 鶴ヶ岡２―３―１ （１９９５．８．９
～８．３０） ８１８ 店舗兼用共同住宅 ４ ２ 町内遺跡群

Ⅴ

４４ 亀久保１０１３―１ １９９５．１０．２２
～１２．４ １，０３０ 道路築造 炉穴３、礫群１ ７ ２９ 調査会報告

８集

４５ 亀 久 保１００８―
５，１０１１―５

（１９９６．５．１５
～５．１７） ６１９ 共同住宅 ５ 炉穴１ 町内遺跡群

Ⅵ

４６ 亀久保１００７―１７ （１９９６．６．２４
～６．２５） １９２ 分譲住宅 遺構なし 町内遺跡群

Ⅵ

４７ 亀久保１０１３―１他
（１９９６．９．１１

～９．１７）
１９９６．１０．１～１２．１１

２，７４１ 共同住宅 １ １４ ４ １７４ 落し
穴１

調査会報告８
集
町内遺跡群Ⅵ

４８ 亀久保９９５―１９ （１９９７．１．２０
～１．２９） ８５８ プレハブ事務所 １ 炉穴１ 町内遺跡群

Ⅵ

４９ 亀久保１００７―１４ （１９９７．１１．６
～１１．１０） ２１４ 店舗併用住宅

町内遺跡群
Ⅶ

５０ 亀久保１００７―５
（１９９８．２．９

～２．２０）
１９９８．２．６

１９７ 個人住宅 １ １ 町内遺跡群
Ⅶ

５１ 亀久保３街区４画地
１９９９．６．１５

～７．９ ２２２ 個人住宅 ６ ４ １１ 町内遺跡群
Ⅸ

５２ 亀久保７街区１４画地
（２０００．２．１

～２．２） １２１ 個人住宅 町内遺跡群
Ⅸ

５３ 鶴ケ岡２―２８―１ （２０００．１０．３０
～２００１．１．１８）１，４２２ 店舗 ７ 町内遺跡群

Ⅹ

５４ 鶴ケ岡２―２８―１７ （２００１．４．２４
～４．２７） １４８ 個人住宅 町内遺跡群

ⅩⅠ

５５ 鶴ケ岡２―２８―１６ （２００１．１１．１４
～１１．１６） １４８ 個人住宅 町内遺跡群

ⅩⅠ

５６ 亀久保２―１３―１４ ２００２．１１．５
～１１．２１ １７２ 個人住宅 ３８ 町内遺跡群

ⅩⅡ

５７ 鶴ヶ岡１―１―１ ２００３．４．２４
～４．２８ １３５６ 店舗 町内遺跡群

ⅩⅡ

５８ 亀久保２―９７５―１９・２４ （２００５．４．１８） ７９ 個人住宅 市内遺跡群
２

５９ 亀久保２―１０―５
（２００５．８．３

～８．３１）
２００５．９．１～９．１６

１，０７３ 共同住宅 ２ １ １ 調査会報告
１８集

６０ 亀久保２―１７―７ （２００５．９．１６） ２９３ 個人住宅 市内遺跡群
２

６１ 亀久保２―１３‐４の一部
（２００６．１０．４）
２００６．１０．１０

～１０．１３
８８ 個人住宅 １ ２ １ ５ 市内遺跡群

３

第１５表 亀居遺跡調査一覧表

第１６表 亀居遺跡住居跡一覧表 （単位�）

31Ⅱ 亀居遺跡第６１地点



№ 礫数 重量 赤化 完形礫（％） 備考

個数 個数比 個数 個数比

１ ９２ １３，１００ ６６ ７１．７％ １１ １２．０％

２ ３１ ２，５００ ８ ２５．８％ ０ ０％

№ 平面形態 土坑確認面 底面 深さ 礫範囲

１ 楕円形 １１０×８５ ７０×４５ ２６ １００×５０

２ 楕円形 １２５×９５ １０５×７５ ２２ ７０×６５

№ 平面形態 確認面 底面 深さ 備考

土坑１ 楕円形 １３８×１０２ １０５×８５ ２４

P１ 楕円形 ５５×３５ ３５×１５ １４

P２ 楕円形 ４９×４１ １０×５ ３８

P３ 円形 ５２×４８ ３４×３０ ２０

P４ 楕円形 ５５×４５ ２０×１２ ４３ 土器

P５ 円形 ６６×６４ ２０×１０ １８ 土器

P６ 不整形 ７５×６０ ６５×４５ １０ P４より新

（２）遺構と遺物

�１６号住居跡

【位置】亀居遺跡縄文集落内では内側にあたり、４号、

６号住居跡から２５�離れている。

【形状】住居跡の約１／４を検出した。平面形態は円

形か楕円形を呈する。確認面から床面の深さは５０�、

壁は若干緩やかに立ち上がり、ほぼ垂直になる。床面

はほぼ平坦であるが、炉跡周辺と壁際にローム土が薄

く堆積し硬化している。

【炉】炉は深鉢を転用した埋甕炉。径３２×３０�・深さ

３６㎝のピットに口縁部と底部を打ち欠いた土器を埋設

する。打ち欠いた口縁部破片は炉内側で出土した他、

炉体土器外側からも出土しており、土器埋設時に口縁

部破片を埋め込んでいた。炉体土器周囲の径４０�の範

囲が焼け赤化している。炉内堆積土中の焼土は少ない。

【ピット】１基検出した。隅丸方形を呈し、確認面の

規模３５×３２㎝・底の規模２５×２２㎝・深さ８９㎝。

【時期】炉体土器から阿玉台Ⅱ式期。

�集石土坑

１６号住居跡に近接して２基検出した。

第１７表 亀居遺跡第６１地点集石一覧表 （単位㎝・�）

�土坑・ピット

土坑１基、ピット６基を検出した。

第１８表 亀居遺跡第６１地点土坑・ピット一覧表（単位㎝）

�１６号住居跡出土遺物

１は炉内埋甕土器であり、胴上部の膨らむ深鉢の胴

最下部を剥離させたもので口縁部の３割を欠くのみで

あり、口径２８�・現存部３６�である。口縁部上面は押

引きによる刻目を入れ、４ヵ所に波頭部をつくる。口

縁部は長い長方形区画と短い菱形区画を押引沈線でつ

くる。４つの波頭下には隆帯を高く前方に突出させ太

い刻目をつける。押引文は方形と菱形には２重にめぐ

らせ、区画上部は噴水状に押引く。口縁下端の隆線上

にも押し引きで刻目を入れる。頸部には２本の波状沈

線を入れるが、一部には押引きの痕跡を残している。

胴上部文様帯は、４つの突出した扇状把手とその中

間の楕円形区画を隆帯貼付けでつくり、その裾外側に

押引文を連続させ、その下方にも押引き波状文２本を

めぐらせる。胴下部は無文地に、断面三角形のクラン

ク状懸垂文を扇状把手の両側に垂下させ、隆帯が一見

十字状となる。輪積の接合部は丁寧にナデ調整されて

いる。胎土には白色細砂粒と白色軟質物質を多く含み

角閃石も含むが金雲母は少ない。焼成良好で赤褐色な

いし黄褐色を呈する。器の内面のほぼ全面と口縁部外

面に２次被熱によるハジケ現象がある。阿玉台Ⅱ式の

古相といえる。亀居２住の炉体土器に酷似する。

２は口縁から胴中部までの３割を遺存する大深鉢で

現存部高１９�。口縁部文様帯は山形と台形を区画隆帯

で区画し、その内側に幅広押引文と三角押文のセット

を配する。胴最上部文様帯は、幅広押引文と三角押文

の間に三角押文による波状文を入れる。幅狭の隆帯間

に無文の長円文を入れる。その下方の胴部文様帯も胴

上部文様と同様である。胎土に白色砂粒と茶褐色砂粒

・白色軟質物質を含み、赤褐色を呈する。直接接合し

ない３片も同一固体である。勝坂第Ⅰ様式（新道式）。

３は２と同巧の文様構成をとる深鉢の胴下半部片で、

施文方向が２と逆である。

４は深鉢の大きい山形把手で突端を欠失する。口縁

には押引きによる太い刻み目を入れ、隆帯の区画内に

はやや斜めの連続押引文と押引きによる波状文を配す。

５は推定口径２２�の深鉢口縁部で、楕円形区画内に

２列の押引文を配す。頸部の素文帯下部にも押引文を

配する。６は扇状把手頂の破片で噴水状に押引文があ

る。７は短い押引文がはいる。８は把手頂で押引文が

２列入る。９は深鉢の胴部片で区画内は２列の押引文

を入れ胴下半は断面三角形の垂下文を貼付け、無文の

胴部の輪積み接合部には突引きの刻目を入れる。１０は

胴部中部で垂下隆帯をもち、隆帯裾などに押引きによ

る波状文を入れる。１１と１２もこの部分の破片。１３は噴

32 第８章 亀居遺跡の調査



第２１図 亀居遺跡第６１地点遺構配置図（１／３００）・１６号住居跡（１／６０）・炉跡（１／３０）

33Ⅱ 亀居遺跡第６１地点


